
「京都府動物愛護管理推進計画」見直しについて（概要） 
 

生活衛生課 
 

  「動物の愛護及び管理に関する法律」の一部が平成１７年６月に改正され、京都府で
は平成２０年３月に人と動物の共生する社会づくりを目指した「京都府動物愛護管理推
進計画」を作成いたしました。 
 平成２５年８月に動物愛護管理基本指針（環境省）が見直されたことに伴い、推進計
画を一部見直します。 
 
◆ 動物愛護管理基本指針における推進計画に係る変更点 
１ 計画期間:平成３５年度までの１０年間 
２ 計画の記載項目:「災害時における動物の適正な飼養及び保管を図るための施策 
に関する事項」を追加する。 

３ 引取頭数の目標：平成１６年度の７５％減を目指す。 
４ 点検及び見直し:毎年の点検と点検結果の施策への反映、基本指針の改定等に併 
せた見直しのほか、必要に応じて中間目標を設定する。 

 
◆ 京都府動物愛護管理推進計画の概要 
１ 計画の趣旨・基本視点 

  ○趣  旨：府民一人ひとりが動物愛護についての理解を深め、動物が府民に広く
受け入れられる社会の実現を目指す。 
  ○基本視点：① 府民の動物愛護・管理に関する活動の推進 

② 関係者間の協働関係の構築 
③ 施策の実行を支える基盤の整備 
 

２ 計画の見直し点 
（１）現計画の進捗状況を勘案した内容修正 

  ▲数値目標 
・苦情件数については、数値目標にほぼ達成できていることから数値目標を上げ 
る。 

・引取頭数についても、数値目標に近づいていることから数値目標を上げる。 
・狂犬病予防注射実施率は、数値目標から文言目標に変更。 

 ▲作成する各ガイドブックやマニュアルに則した取組 
・災害発生時動物救護マニュアル 
・集合住宅での動物及び高齢動物の飼養に対するガイドブック 
・猫の適正飼養ガイドブック 

（２）新たな課題に対する取組 
  ▲京都府と京都市との事業連携 
  ▲動物の遺棄・虐待事案の防止対策として警察と連携した普及啓発等の実施 
  ▲特定動物飼養者に対して、災害発生時等の緊急措置対応マニュアルの作成指導 
 
３ 計画期間  

  １０年間（平成26～35年度） ※５年後を目途（平成30年度）に見直し 
 
４ 計画の数値目標 

 

指     標 方   向 
改正後 数値目標  

平成18年度 
 現在の目標値 

犬・猫の引取数 減 少 
1,750頭 

（75％減） 

3,500頭 

（50％減） 
7,018頭 

犬・猫等の苦情数 減 少 
2,050件  

（50％減） 

2,600件 

（35％減） 
4,138件 

引取犬の譲渡割合 増 加 70％ 35％ 24％ 

引取猫の譲渡割合 増 加 20％ 1％ 0.1％ 
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～人と動物が共生する社会の実現に向けて～ 
 

 

 動物は多くの人々に飼養されていますが、単なる愛玩の対象ではなく、生活の伴

侶として飼う人の心に潤いと安らぎを与え、生きていく上での支えになるものとし

て、動物を飼うことへの志向は、高まっていくものと考えられます。 

 動物を飼養するに当たっては、その生命について尊厳を守り、みだりに殺し、傷

つけ又は苦しめないように取り扱うとともに、その習性を考慮して適正に取り扱う

必要があります。しかし、近隣の人への迷惑や危害を及ぼす行為、あるいは動物を

捨てたり、動物を虐待するなどの行為も容易にはなくならない現状にあります。 

 

 京都府では、昭和30年代後半から犬の飼養頭数が急速に増え、それに伴い犬害苦

情も増加しました。昭和45年度においては、犬による咬傷事故が372件あり、その多

くは放し飼い等の飼い犬によるものでした。また、猫の飼養頭数の増加とともに放

し飼いによる苦情や相談も増えてきました。一方、ライオン等の危険動物を飼養す

る事例も見られるようになり、昭和44年には京都市内でライオンの逸走事件が発生

しました。 

 そのため、京都府では、飼養者の適正管理の自覚を促すとともに、社会的要望に

応じるため、昭和46年に「動物の飼養管理に関する条例」を制定しました。条例の

中では、「犬のけい留義務」、「特定動物の許可制」、「飼い猫の引取制度」等を

規定し、動物の適正飼養と管理の徹底に取り組んできました。 

  その後、法令も整備され、所有者や動物取扱業者の責務等が規定されるとともに、平成

１７年の改正において、都道府県ごとに動物愛護管理推進計画を策定することが規定

され、適正飼養に向けた実効性のある取り組みを行っていくこととなりました。 

 

 こうしたことを踏まえ、この動物愛護管理推進計画を策定し、動物の適正飼養及

び管理の考え方を徹底するとともに、動物愛護の精神を広く普及し、府民合意の下

に、人と動物が共生する社会づくりを目指した様々な取組を行っていきます。
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第１章 計画の趣旨と基本方針 

 

 １ 趣旨及び基本視点 

   この計画は、府民一人ひとりが、動物愛護についての理解を深め、所有者等

が動物を適正に飼養することを通じて、動物が人と共に生活する存在として府

民に広く受け入れられる社会づくりを目標としています。 

 対象動物の種類は様々である上、動物との接し方もライフスタイルや価値観等に深く関

わっています。このため、動物愛護・管理に関する施策の実施に当たっては、行政機関、

獣医師会、業界団体、府民団体など関係者間の協働はもとより、動物を飼っていない人

も含め、府民一人ひとりの理解と協力が必要となります。 

   また、住宅密集地であるのかどうかやボランティア等自主的な活動の有無など地域の

実情が異なることから、取組を円滑・着実に進めていくためには実態に合わせた基盤の

整備が必要です。 

 

■計画策定に当たっての基本視点 

① 府民の動物愛護・管理に関する活動の盛り上げ 

② 関係者間の協働関係の構築 

③ 施策の実行を支える基盤の整備 

 

 

２ 計画の期間 

    計画の期間は、平成 20 年度から平成 29 年度までの 10 年間とします。 

 

 

３ 役割と連携 
 動物愛護管理に関する課題は、所有者の飼養管理が不適切なために生じる近隣への

迷惑行為など地域的なものから、狂犬病予防対策、動物の捕獲・収容、動物取扱業の監

視指導、特定動物の飼養許可など、広域的・専門的な対応を必要とするものまで様々で

す。また、それぞれの課題に対しては、京都府、市町村、獣医師会など動物愛護・管理

に係る団体等の多くの関係者が関わっていく必要があります。 

 今後、広く府民に認められる人と動物が共生する社会づくりを進めていくためには、所

有者と動物の関係に主眼をおきながら、更に地域社会との関係にまで視野を広げ、各主

体の連携・協働による取組を推進していく必要があります。 

 

（１）府の役割 

    府は、動物愛護管理法等に基づく動物取扱業の登録、監視指導、動物の捕獲・収容・

返還・譲渡等のほか、動物愛護週間行事等を通じて普及啓発や情報提供に努めるととも

に、市町村の動物愛護管理施策や、動物愛護・管理に係る団体、動物愛護推進員、ボ

ランティアなどによる地域に根ざした活動が府内全域で実施されるように支援し、計画全

体が着実に推進されるようコーディネーターとしての役割も果たしていく必要があります。 

     

（２）市町村の役割 

    市町村は、狂犬病予防法に基づき、犬の登録、狂犬病予防注射の実施について所

有者の自覚を促すとともに、動物愛護に対する地域住民の理解を促進し、地域での愛

護活動の担い手である動物愛護推進員やボランティアの活動を支援していく役割があり
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ます。 

なお、京都市は上記に加えて、指定市として府と同様に動物取扱業の登録、監視指

導、動物の捕獲・収容等の業務を行っています。 

         

（３）所有者の役割 

    人と動物が共生する社会づくりのためには、所有者の果たす役割が基本であり、法令

を遵守し、動物の生態、習性、生理に応じて生涯にわたり適正に飼養する責務を果たさ

なければなりません。 

      また、地域社会のルールを遵守し、迷惑をかけない飼い方を心がけるなど、飼養動物

が地域の一員として受け入れられるよう、行動することが求められます。 

 

（４）動物取扱業者の役割 

   動物の販売業や保管業などの動物取扱業者は、適切な施設で飼養した健康な動物

を提供するとともに、動物の特性、状態、飼育方法などの飼養に必要な情報を提供し、

所有者が責任を持って動物を飼い続けることができるよう支援していくことが求められま

す。 

     

（５）動物愛護推進員の役割 

   動物愛護に熱意と識見を有する府民の中から京都府又は京都市が委嘱する動物愛

護推進員には、府や市町村と協力しながら、動物の愛護と適正飼養についての啓発等

を行うことが求められます。 

    

（６）関係団体、ボランティア等の役割 

   獣医師会など動物愛護・管理に係る団体やボランティアの役割の多くは、動物愛護推

進員の役割と共通していますが、行政の動物愛護管理施策への協力や動物適正飼養

講習会等の独自の活動を通じて、人と動物が共生する社会づくりを牽引して行くことが

期待されています。 

 

（７）府民の役割 

   人と同様に命あるものとして動物が共生できる社会を築いていくためには、府民一人

ひとりの理解が必要です。 

     地域社会の中には動物愛護に積極的な人と動物に対して必ずしも好意を抱いてい

ない人がいますが、お互いの立場や考え方の違いに理解を深めつつ人と動物が共生

する社会づくりを進めていくため、動物愛護の精神を高揚することが重要です。 

 

 

４ 施策展開の方向 
人と動物が共生する社会の実現のためには、まず所有者の飼養に関する責任を徹底

することを基本に、関係者が責任をもってそれぞれの役割をはたしていく必要があること

から、次のとおり施策を展開することとしました。 

 

○ 所有者責任の徹底 

   狂犬病などの共通感染症の予防対策の徹底はもとより、地域における動物に関する

苦情をなくし、動物の存在が地域の人々によって受容されるよう、適正な飼養管理、マ

ナー向上とルール遵守を徹底します。 
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○ 動物取扱業等に対する社会的責任の徹底 

   動物を飼おうとする人の多くが最初に出会う動物取扱業者が、社会的な自覚を持っ

て所有者育成の担い手としてその役割を果たしていくよう、資質の向上を図るための研

修会の実施や適切な監視指導などにより、その社会的責任を徹底します。 

 

○ 人と動物のよりよい関係づくりの推進 

  人と動物のよりよい関係づくりをめざすため、府と市町村、動物愛護推進員、動物愛

護・管理に係る団体等がそれぞれ連携しながら、愛護活動への支援や啓発活動など多

様な取組を推進します。 

 

○ 捕獲動物等の返還・譲渡の推進 

   所有者明示の普及やインターネットによる動物の種類、年齢等の情報の提供などに

より、保健所や動物愛護管理センターにおいて捕獲した動物の返還や引き取った動物

の譲渡を推進します。   

 

○ 府民と動物の安全確保 

    屋内飼養や輸入動物の増加など人と動物を取り巻く環境変化に伴い、感染リスクが

増加している共通感染症への的確な対応や、災害発生を想定した対策を充実させるこ

とにより、人と動物の安全を確保します。 
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第２章 現状・課題と施策 
 
１ 所有者責任の徹底 

（１） 動物飼養に当たっての基本的事項の徹底 

＜現状と課題＞ 

 動物愛護管理法は、所有者の明示等の所有者の責務について定めていますが、動

物愛護に関する世論調査をみると、法の存在や法の内容について、知らないと答えた

人が79.1％あり、法の周知や動物愛護管理への理解が徹底されていないことが窺えま

す。 

 

＜施策＞  

① 市町村、獣医師会、動物取扱業団体などと連携し、動物愛護週間行事等を

通じて動物の適正飼養と愛護の普及啓発に努めます。 

② 府民の動物愛護管理意識の向上のため、ホームページやイベント等により、

動物の習性、飼育方法、共通感染症等の情報を提供します。 

 

 

（２）犬・猫の適正飼養の徹底 

ア 犬の登録・狂犬病予防注射 

 

＜現状と課題＞ 

    犬の所有者は、狂犬病予防法により、犬を登録し、毎年狂犬病予防注射を受け

させ、鑑札と注射済票を犬の首輪に装着する義務があります。 

京都府内における登録頭数は、平成 18 年度では 119,044 頭ですが、登録しな

いで飼養されている犬も多くいるものと考えられます。（ペットフード工業会に

よる調査では、全国の犬の推定飼養頭数に比べて、登録率は約 55％） 

また、府内で登録している犬のうち狂犬病予防注射の実施率は約 65.1％と

なっています。 

鑑札等の装着については、動物世論調査でも装着している人は30.4％で、多く

の犬は所有者明示がされていません。  
 

【犬の登録・狂犬病予防注射頭数】               （単位：頭） 

   １４年度 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 

登録 105,910 109,794 112,621 115,488 119,044

注射 73,347 74,205 76,705 75,193 77,539 

実施率 69.3％ 67.8％ 68.1％ 65.1％ 65.1％

 

＜施策＞  

①  市町村との連携・協力のもと、犬の所有者に対して広報紙・個別通知

等により犬の登録、狂犬病予防注射について周知するとともに、強化期

間を設定した定期集合注射の取組を促進します。また、市町村及び動物



- 6 - 

病院において、鑑札、注射済票の受領後は速やかに装着するよう指導し

ます。 

 

② 市町村、動物病院、動物取扱業者やペット用品販売店等を通じて、マ

イクロチップの装着等を促進します。 

 

 

イ 犬・猫に関する苦情・相談等 
 

＜現状と課題＞ 

保健所や市町村への動物の苦情・相談の多くは、犬・猫に関するもので、犬が

41％、猫が 59％を占めており、いずれも「鳴声・臭気」に関するものが多くな

っています。 

発生場所としては集合住宅や人口密集地域での苦情・相談が多く、他の人に迷

惑のかからないような飼養管理の徹底や猫の屋内飼養など所有者意識の向上が

必要です。特に、犬はしつけ・訓練のできる動物であり、しつけ・訓練すること

により、苦情の発生を防止できるとともに、周囲の人と調和した飼養を行うこと

ができます。 

       また、近年、所有者において繁殖制限を行わないため、犬・猫等が増加し、

管理不能となり、近隣へ迷惑を及ぼす事例も発生しています。 

 

 

【犬の苦情件数】                        （単位：件） 

年 度 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

鳴声・臭気 571 699 579 525 601 

放し飼い 330 279 282 278 211 

家屋等荒らし 61 56 131 108 44 

捕獲依頼 720 677 530 490 403 

その他 328 383 274 282 419 

合計 2,010 2,094 1,796 1,683 1,678 

                                          

【猫の苦情件数】                        （単位：件） 

年 度 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

鳴声・臭気 573 530 594 578 776 

放し飼い 192 163 98 206 260 

家屋等荒らし 251 213 287 314 527 

捕獲依頼 503 653 585 371 585

その他 766 562 487 423 312

合計 2,285 2,121 2,051 1,892 2,460 

 

                       

＜施策＞ 

①  集合住宅での動物飼養のあり方に関するガイドラインを作成し、住宅

販売業者や地元自治会を通じて所有者に配布します。 

② 講習会の開催や啓発物の配布等により、猫の屋内飼養、不妊去勢手術

及び首輪等の個体標識の装着を普及します。 



また、飼養能力以上に多頭飼育を行っている場合は、必要に応じ、所 

有者に対して不妊去勢手術や譲渡などの指導を行います。 

③ 犬のしつけ方教室の開催等により、所有者のモラル、マナーの向上を 

図ります。 

④ 動物愛護管理センター、保健所等に動物の不適切な飼養、遺棄、虐待

などに係る相談窓口を設けるとともに、市町村等と連携して所有者への立

入調査、指導を行います。 

    

ウ 終生飼養の徹底 

 

 ＜現状と課題＞ 

○引取 

     犬の引取数は、平成 14 年度の 1,082 頭が平成 18 年度には 846 頭と 78％に減

少しています。また、猫でも平成14年度の9,810頭が平成18年度には6,172頭

と63％に減少しています。 

     しかしながら、近年、動物の寿命が延びたことにより、病気、高齢による衰

弱、介護の困難等を理由とする高齢動物の引取が多く見られます。 

 

【引取頭数】                                    （単位：頭） 

年 度 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

犬 1,082 907 1,093 816 846

猫 9,810 8,655 7,085 6,182 6,172

 

   

○捕獲 

     飼養モラルの向上に伴い放し飼いや遺棄が減少した結果、野犬等の捕獲頭数は

減少傾向にあり、平成14年度の596頭が平成18年度には384頭と64％に減少し

ていますが、引き続き咬傷などの事故を防止するためにも適正飼養を進める必要

があります。 

 

【野犬等の捕獲頭数】                      （単位：頭） 

 年 度 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

頭 数 596 539 459 471 384
 

 

 

＜施策＞ 

① 購入時などあらゆる機会を通じて終生飼養の必要性を徹底するととも

に、所有者から引取の申し出があった場合には、その後は引取を繰り返

すことがないよう終生飼養や繁殖防止措置を行うことを確認し、安易な

犬・猫の処分を防止します。 

② 高齢動物の飼養方法や終末医療等に関するガイドブックを作成し、市町村、

動物病院や動物取扱業者を通じて所有者に配布します。 
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（３）特定動物の飼養許可及び適正飼養の徹底 
 

＜現状と課題＞ 

   特定動物はマイクロチップ等の個体識別措置の実施や５年ごとに飼養の許可を

受けることが義務付けられており、飼養にあたっては逸走防止措置をとることとされ

ています。現在、動物園等の16施設に特定動物の飼養が許可されています。 

しかしながら、ワニガメ等が街中で発見されるなど、無許可で飼養されていた動物

が逸走したと考えられる事例も発生しており、飼養保管許可の徹底が必要です。 

 

【特定動物の許可状況】（平成19年６月現在）                  （単位：頭） 

種類 
サル 

10種 

クマ 

３種 

猫科 

４種 

象 

１種

カバ

１種

キリン

１種
猛禽

３種

ワニ

３種 

ヘビ

５種 

合計

31種

頭数 78 ６ ６ １ ２ ２ ７ ５ 19 126 

 

＜施策＞ 
①  特定動物の許可制度について、ホームページや動物取扱業者への資料配付

等により、広く府民に周知徹底し無許可飼養を防止します。 

 

 

２ 動物取扱業等に対する社会的責任の徹底 
 

（１）動物取扱業 

 

＜現状と課題＞ 

 動物取扱業は登録する義務があり、その後５年ごとに更新するとともに、事業所

ごとに動物取扱責任者を選任し、京都府等が実施する研修を受講させる義務があり

ます。 

併せて、動物の購入者に対して動物の特性、状態、飼育方法等について事前説明

すること及び販売記録の保管が義務付けられており、悪質な業者に対しては、登録

抹消等を行うことになります。府内での動物取扱業は、平成20年２月末現在、634

施設が登録しております。 

また、動物取扱従事者についても、動物取扱いに係る知識や技術のレベルア

ップが必要です。 



  

動物取扱業登録状況（H２０．２末現在)

356

310

8

53 21

販売

保管

貸出

訓練

展示

 
 

＜施策＞ 
① 動物取扱業団体との連携・協働による事業者研修及び動物取扱責任者研

修会により動物取扱業者の更なる資質向上を図ります。 

また、業種に応じた自主管理点検表を作成し、点検表等の活用による業

務管理を指導します。 
② 動物取扱業者に対する計画的な立入監視、指導により、適正に業務が行

われているかチェックするとともに、飼養方法や犬の登録義務等について

事前説明をすること等について徹底します。 

③ 動物取扱業者についてホームページで業種（販売、保管、貸出、訓練、

展示）、所在地、登録期間などの登録内容を公表し情報提供を進めます。 

 

 

（２）産業動物 

 

＜現状と課題＞ 

府内の産業動物（牛、馬、豚、鶏等の家畜・家禽）の飼養状況は次のとおりですが、 

産業動物の管理者及び所有者は、産業動物による人の生命、身体又は財産に対する侵害 

や人の生活環境の汚損を防止するように努める必要があります。 

 

【飼養頭数】（平成１９年２月現在） 

畜 種 乳用牛 肉用牛 豚 馬等 山羊等 ｲﾉｼｼ 合 計 

飼養戸数 113 145 20 46 32 8 364 

6,010 7,392 
飼養頭数 

13,402 
15,449 368 225 52 29,496 

 

 

  畜 種 採卵鶏 ﾌﾞﾛｲﾗｰ 種鶏 ｱﾋﾙ・ｱｲｶﾞﾓ 合 計 

飼養戸数 1,176 51 5 105 1,337 

飼養頭数 1,758,063 577,243 43,076 24,757 2,403,139 

 

＜施策＞ 
① 家畜保健衛生所などの関係機関と連携し、「産業動物の飼養及び保管基準」の趣旨

に添って産業動物の衛生管理、安全保持を指導し、飼養施設周辺の生活環境の汚損防
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止等を徹底します。 

  
 （３） 実験動物 

 

＜現状と課題＞ 

動物が命あるものであることにかんがみ、実験等の利用に供するに当たって

は、できる限りその使用数を削減するよう努めるなど「３Ｒの原則」（※）を

遵守することが必要です。また、実験動物の適正な飼養及び保管により人の生

命、身体又は財産に対する侵害の防止及び周辺の生活環境の保全に努める必要があ

ります。 

 

＜施策＞ 

① 「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減の基準」、「研究機関等に

関する動物実験等の実施に関する基本指針」に基づき、国や関係機関と連

携して、「３Ｒの原則」をはじめ適切な動物実験を促進します。 

 

 
 

※「３Ｒの原則」 

国際的に普及、定着している動物実験を行う際に留意すべき事項で 
 「代替法の活用（Replacement）」、「使用数の削減（Reduction）」及び「苦痛の軽減

（Refinement）」をいいます。  

 

 

３ 人と動物のよりよい関係づくりの推進 
 

（１） 幼い頃からの動物愛護教育 

 

＜現状と課題＞ 

動物愛護については、小さいときから動物を通じて生命尊重などを学び、経験

することが大切ですが、こどもは動物と接する機会や場所が少なくなっており、

動物を愛し接する術を身につけることが難しくなっています。 

こうした中で、こどもたちが動物とふれあう機会をつくっていくことが必要で

す。 

 

   【府民向け事業実績】 

事  業   対 象 平成18年度実績 

動物ふれあい教室    保育所・幼稚園 25施設 （2,197人） 

動物訪問事業 老人ホーム等 ７施設 (422人) 

犬のしつけ方教室     飼い主 実技  11回（86人） 

講習  11回（118人） 

 

 

＜施策＞ 
① 市町村、教育委員会及びボランティアと連携し、保育所、幼稚園、小

学校等での「動物ふれあい教室」、学校飼育動物活動等を実施します。 
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（２）ボランティア等自主的な取組の促進 

 

＜現状と課題＞ 

   地域における動物愛護活動の中心的な役割を果たす動物愛護推進員は獣医師等

120名を委嘱しています。 

   推進員に対しては、動物愛護推進協議会を設置して研修会を実施するなど活動の

支援を行っており、推進員活動の活発化が期待されます。 

          動物愛護に関心を持ち動物愛護ボランティアに参加したいと考える府民は多く、

飼養相談等の活動がみられますが、相互の連携は少なく、これらの活動を結びつけ

ていくことが必要です。 

     

    【動物愛護推進員の委嘱数】                           （単位：人） 

年 度 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 

人 数 87 90 83 117 107 120 

                            

 

    【地域動物愛護管理推進組織】 

区        分 対  象  地  域 

京都市動物愛護推進協議会 京都市 

犬の適正飼養推進乙訓地域連絡

協議会 
向日市、長岡京市、大山崎町 

山城北犬の適正飼養推進連絡協

議会 

宇治市、城陽市、八幡市、京田辺市 

久御山町、宇治田原町、井手町 

相楽犬の適正飼養推進協議会 
木津川市、精華町、笠置町、和束町 

南山城村 

動物愛護推進亀岡地区協議会 亀岡市 

南丹地区動物愛護推進協議会 南丹市、京丹波町 

中丹動物愛護推進協議会 福知山市、舞鶴市、綾部市 

京

都

府

動

物

愛

護

推

進

協

議

会 
丹後動物愛護推進協議会 宮津市、京丹後市、与謝野町、伊根町

 

 

＜施策＞ 
     ① 市町村や地域住民の主催する動物適正飼養講習会等への講師派遣等を

通じて、地域活動を促進し、社会的な協働意識の醸成を図ります。 

②  市町村等の関係機関、地域の動物関係協議会や動物愛護推進員等と連携

し、動物愛護に関するイベントなど地域における啓発事業を行います。 

③ ボランティアとの連携を進め、自主活動を支援するため、ボランティア

団体の交流会の開催、ネットワーク化による犬・猫の譲渡を促進する仕組

みの構築などを進めていきます。 

④ 無責任なエサやりの防止や譲渡の推進を盛り込んだ飼い主のいない猫



対策マニュアルを作成し、自治会によるパトロールの実施など地域での自

主活動を支援します。 
 

 

参考 市町村における取組 

 

 市町村における取組みとしては、散歩時の犬の糞放置を防止するための条例制定や 

広報誌での啓発、街角に掲示する看板の設置などとともに、保健所と連携して苦情対応 

や指導を行っています。 

 

【市町村における動物愛護管理関係条例の現状】 

区  分 条   例  名 施 行 日 対象動物 

京都市美化の推進及び飲料容器に係る資

源の有効利用の促進に関する条例 
京都市 昭和56年10月 犬 

 京田辺市  まちをきれいにする条例    犬 平成10年10月 

宇治市 環境美化推進条例   犬 平成12年 4月 

大山崎町 生活環境美化に関する条例 犬 平成14年10月 

 亀岡市 環境美化条例 飼い犬等 平成17年 3月 

 城陽市 飼い犬のふん害の防止に関する条例    犬 平成17年 4月 

 与謝野町 まちを美しくする条例  犬、猫 平成18年 3月 

 八幡市 美しいまちづくりに関する条例  犬、猫 平成18年 3月 

 長岡京市 まちをきれいにする条例 愛玩動物 平成18年 7月 

 木津川市 
空き缶等のポイ捨て、飼い犬のフン放置、落書

きのない美しいまちづくりを推進する条例 
   犬 平成19年 3月 

宇治田原町 まちをきれいにする条例    犬 平成19年10月  

 

 

（３）身体障害者補助犬 

  

＜現状と課題＞ 

身体障害者補助犬法が制定され、身体障害者が公共施設、公共交通機関、不特

定多数の人が利用する施設等を利用する場合に、身体障害者補助犬を同伴すること

ができるようになりました。 

また、平成２０年１０月から、事業所・事務所についても常時雇用労働者が 56 人以

上である場合は、補助犬同伴利用の受入れが義務化されることから、周知を十分に

行い受入れに対する理解を進める必要があります。 

 

＜施策＞ 

① 身体障害者補助犬の社会的な役割について、啓発するとともに、同伴可能な

施設への「ほじょ犬マーク」の掲示を進めるため、対象施設への資料配布等を

行います。 

② 補助犬同伴利用の受入れに係る苦情相談等に対応するため、苦情相談窓口

を設置します。 
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４ 捕獲動物等の返還・譲渡の推進 

 

（１）返還と譲渡 

 

＜現状と課題＞ 

捕獲された犬を所有者に返還する割合は、平成18年度で32％であり年々向上し

ています。 

 

【捕獲に対する返還割合】                   （単位：頭） 

年 度 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

捕獲頭数(A) 596 539 459 471 384

返還頭数(B) 123 137 109 109 123

割合(B/A) 21％ 25％ 24％ 23％ 32％

 

引取った犬・猫については、平成 18 年度で犬 200 頭、猫４頭を新しい飼い主に

譲渡しました。 

譲渡を希望する人の多くは子犬を希望し、成犬の希望が少ない状況です。近年は

子犬の引取数が減少しているため、譲渡頭数は増加していません。 

また、猫の譲渡率が極めて低いのは、生後間もない子猫が多く飼育が困難なため

に譲渡希望自体が少ないことによるものです。 

 

【引取犬の譲渡割合】                     （単位：頭） 

年 度 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

引取頭数(A) 1,082 907 1,093 816 846

譲渡頭数(B) 207 227 218 155 200 

割合(B/A) 19％ 25％ 20％ 19％ 24％

 

 

【引取猫の譲渡割合】                     （単位：頭） 

年 度 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

引取頭数(A) 9,810 8,655 7,085 6,182 6,172

譲渡頭数(B) 9 21 9 11 4 

割合(B/A) 0.1％ 0.2％ 0.1％ 0.2％ 0.1％

 

【引取における子犬・子猫の割合(平成18年度)】          （単位：頭） 

区 分 引取頭数（Ａ） うち子犬・子猫（Ｂ） 割合(B/A) 

犬 846 263 31% 

猫 6,172 5,236 85% 

 

   

＜施策＞ 

① 市町村、警察等との情報共有化やホームページ等による捕獲犬情報の提供に

より、所有者への返還を進めます。譲渡会の開催予定、譲渡を行う犬・猫の

種類、年齢等の情報をホームページで提供し譲渡を促進します。 

② 譲渡を受けた方が犬・猫の飼養を放棄して引取を申し出ることがないよう、
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譲渡時に終生飼養を徹底します。 

      

（２）負傷動物の収容 

 

＜現状と課題＞ 

所有者の判明しない負傷動物の収容は、京都市以外の地域は京都府動物愛護管理

センター（京都市西京区）、京都市内は京都市家庭動物相談所（京都市南区）で行

っています。負傷動物の収容頭数は平成18年度116頭であり、そのうち猫が108頭と

90％以上を占めています。 

負傷動物の多くは衰弱や交通事故などの外傷等によるものですが、京都府内は地

形的に南北の距離があるため、負傷した動物を北部地域から動物愛護管理センター

に搬入する場合は、時間がかかります。 

 

【負傷動物の収容頭数】                    （単位：頭） 

年 度 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ 

犬 15 16 14 7 8

猫 89 144 109 81 108

その他     1 1   

合 計 104 160 124 89 116

 

＜施策＞ 

① 獣医師会の協力を得て、広く負傷動物の治療体制を整えるとともに、

動物愛護管理センターの治療技術の向上を図ります。 

 

 

５ 府民と動物の安全の確保 
 

（１） 共通感染症対策 

 

＜現状と課題＞ 

   狂犬病などの共通感染症は、人と動物が同じ病原体により発症する感染病です。

屋内飼養など動物と密着して暮らす今日、所有者等は十分配慮して動物から感染し

ないよう飼養する必要があります。 

京都府では、人と動物の共通感染症の予防対策として、動物の所有者や動物取

扱業者を対象とした、パンフレットやホームページ等の広報媒体による予防啓発に取

り組んでおりますが、より一層徹底する必要があります。 

狂犬病対策としては、疑いのある犬等が発見された場合に迅速で的確な対応が行え

るよう、狂犬病対応マニュアルに基づき、市町村等の関係機関との連携強化が必要で

す。 

併せて、感染症等の対策に従事する職員の専門性を高めておく必要もあります。 

 

＜施策＞ 
   ① 共通感染症に関する正しい知識や動物の予防ワクチンの接種等に関す

るパンフレットを作成し、動物病院や動物取扱業者を通じて、所有者に情

報提供を行います。 
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② 医師会、獣医師会、府関係機関等で構成する「共通感染症予防連絡調

整会議」の開催を通じて情報交換や協力体制の確保を図ります。また、

狂犬病対応マニュアルに基づく説明会や模擬訓練により、市町村、獣医

師会等との協力体制の強化を図ります。 

③ 獣医師会の協力により実施している「動物感染症サーベイランス事業」

を充実し、共通感染症の発生動向の把握に努めます。 

④ 京都舞鶴港において、海外からの狂犬病罹患犬等の上陸を防止するた

め、定期的な巡回監視や外航船員への啓発物の配布等を行います。 

⑤ 国等が実施する感染症等に係る研修や講習会の受講により、関係職員の

専門知識の習得や検査技術の向上を図ります。 

 

（２） 災害時の対策 

 

＜現状と課題＞ 

   地震などの災害発生時には、被災した人の救護とともに、動物の救護、危害防

止等の観点から、被災動物の収容及び餌の確保等の救護体制の確立、特定動物の

逸走防止対策が必要になります。 

   このため、地域防災計画においては、被災時の家庭動物の保護及び収容対策に

ついて、市町村等の関係機関、団体と連携・協働して対処することを定めていま

すが、具体的な行動マニュアルを整備することが必要です。また、動物の所有者

も日頃から災害に対する備えをしておく必要があります。 

 

＜施策＞ 
①  災害時の動物の救護、特定動物の逸走防止のため「動物救護マニュアル」

を作成します。 

② ガイドブック、広報誌等により、所有者に災害時の飼養管理に係る普及啓

発を図ります。 
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第３章 計画推進に向けて 

 

 １ 計画の数値目標 

本計画は以下のとおり具体的な数値目標を定め取り組んでいきます。 

  指     標  方   向  数 値 指 標 平成18年度 

犬・猫の引取数 
減 少 

↓ 

3,500頭 

（50％減） 
7,018頭 

犬・猫等の苦情数 
減 少 

↓ 

2,600件 

（35％減） 
4,138件 

引取犬の譲渡割合 
増 加 

↑ 
35％ 24％ 

引取猫の譲渡割合 
増 加 

↑ 
1.0％ 0.1％ 

狂犬病予防注射実施率 
増 加 

↑ 
100％ 65.1％ 

 

 

２ 達成状況を把握し見直す体制 

  達成状況について関係団体等と分析、評価を行い、必要に応じて５年後を目途

に計画の見直しを行います。 
 



           
            

 
～ 京（みやこ）・どうぶつ共生プラン ～ 

京都市動物愛護行動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２１年４月 

京  都  市 



～ は  じ  め  に ～ 

 犬と人間との関わりは，古く１万年以上前からと言われており，我が国では奈良時代

の人々が番犬や猟犬として犬を飼育する役職を設けていたという記録が残っています。 

 いにしえの京都“平安の都”でも，犬は愛玩動物として外飼いで宮中に飼われていた

そうです。しかしながら，集団化した野犬が人を襲うことも多く，あまりかわいがると

いう対象ではありませんでした。 

 犬とは対照的に，猫は舶来の珍重すべき愛玩動物として貴族の間に広まり，屋内で綱

や鈴をつけて愛玩されていたようです。「枕草子」や「源氏物語」などの中には，宮廷

の女御たちが猫や犬を飼っていた記述があり，平安貴族のペットに対する関心がうかが

われます。 

 それから千年以上もの時を経た現在，本市においても，犬・猫を始めとする多種多様

のペットが数多く飼われている状況にあります。少子長寿化，核家族化の進行等の社会

情勢の変化に伴い，動物が単なる愛玩の対象としてだけでなく，飼い主の心にうるおい

や癒しを与える人生の良き伴侶として，或いは家族の一員として人と共に暮らす社会へ

と変遷してきています。 

 しかし一方では，動物の虐待や遺棄，不適正な飼い方による近隣への迷惑行為など，

動物の飼育等に関して様々な問題が発生しています。人々の動物に対する価値観の多様

化や理解度の差異，飼育環境の地域性など様々な要因が複雑に絡まりあい，問題解決に

向けての対策が難しく，社会的・地域的合意が得られにくいことなどが重要な課題とな

ってきています。 

 こうした状況を受け，国においては，平成１１年と平成１７年に「動物の愛護及び管

理に関する法律」を大幅に改正し，動物取扱業や危険動物の規制強化，動物の個体識別

措置と特定動物の飼養規制などを盛り込むとともに，各都道府県に対しそれぞれの地域

に即した「動物愛護管理推進計画」を定めることを義務づけました。 

 京都府においても，この間，昭和４６年に「京都府動物の飼養管理に関する条例」を

制定し，動物の適正飼養と管理の徹底に取組む一方，法改正を受け，平成２０年３月に

は「京都府動物愛護管理推進計画」を策定し，動物の適正飼養及び管理の考え方を徹底

するとともに，動物愛護の精神を広く普及し，府民合意の下に，人と動物が共生する社

会づくりを目指した取組を行っています。 

京都市におきましても，従来から，国の法律や府の条例に基づく様々な取組等を実施

していますが，今般，京都府の「動物愛護管理推進計画」が策定されたのを受け，市域

特有の問題をさらに掘り下げ，それら問題等の解決に向けた取組を定めた「京都市動物

愛護行動計画」（愛称；京（みやこ）・どうぶつ共生プラン）を策定し，本市の動物愛護

行政をより一層推進させるとともに，市民の動物愛護意識の高揚を図り，人と動物とが

共生できるうるおいのある豊かな社会づくりを目指します。 
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 第１節 計画策定の趣旨 

   

１ 動物愛護行政の変遷      

我が国における動物愛護行政は，昭和２５年８月に公布された「狂犬病予防法」

に基づく犬の登録や狂犬病予防注射の実施と，野犬捕獲業務に始まります。こう

した犬の管理への取組により，昭和３２年を最後に我が国からは狂犬病は撲滅さ

れましたが，動物福祉に目を向けると，動物への虐待行為を取り締る法律は軽犯

罪法による罰則規定ぐらいしかなく，犬や猫などの虐待防止に有効に機能するも

のではありませんでした。 

本市では昭和４４年５月に岡崎公園で飼い犬の譲渡を目的とした「第１回犬の

交換会」をいち早く開催し，動物愛護に視点をおいた事業も展開していましたが，

当時は犬の登録や野犬捕獲等に力点をおいた動物管理業務が主なものでした。 

しかし，世界的な動物愛護の運動の高まりを受け，我が国においても昭和４８

年１０月に，動物愛護意識の高揚と動物の適正飼養の推進を図ることを目的とす

る「動物の保護及び管理に関する法律」が公布されることとなり，動物愛護行政

は大きく転換することとなりました。 

本市の動物収容施設も，当初の「犬抑留所」から「飼犬指導所」，「飼養動物管

理指導所」へと変遷し，昭和５４年１０月に現在の南区上鳥羽の地に庁舎を竣工

するとともに「家庭動物相談所」に名称を改め，業務の主体を野犬捕獲や犬・猫

の収容からペットの正しい飼い方の広報，健康相談，子犬の譲渡及び犬の避妊及

び去勢手術費用の助成を開始するなど，動物愛護に向けた事業へと転換してきて

います。 

    平成１１年には，「動物の保護及び管理に関する法律」の見直しが行われ，そ

の名称を「動物の保護」から「動物の愛護」へと改めた「動物の愛護及び管理に

関する法律」が公布されました。これは，近年の核家族化，少子長寿化の中で，

ペット動物が単なる愛玩物としてだけでなく，伴侶動物（コンパニオンアニマル）

としての重要性が高まる反面，飼い主とそうでない者との意識の隔たりなどによ

るトラブルも顕在化しており，これらの諸問題の解決に向け，人と動物とのより

よい関係づくりを進めることを目指したものです。 

本市においても，こうした流れを受け，本市の動物愛護に関する施策について

協議する京都市動物愛護推進協議会を設置し，動物愛護フェスティバルやしつけ

方教室などの動物愛護啓発事業の取組を進めてきています。 

第１章  総 論 
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● 動物の愛護及び管理に関する法律 

 

● 狂犬病予防法 

 
○ 京都府動物愛護 

管理推進計画 

２ 計画策定の趣旨と本計画の位置づけ 

    本市においては，これまでから「狂犬病予防法」，「動物の愛護及び管理に関す

る法律」及び「京都府動物の飼養管理と愛護に関する条例」に基づいて，様々な

施策等を実施してきたところですが，「京都府動物愛護管理推進計画」が策定さ

れたことを受け，本市におけるこれまでの取組を総括し，今後の動物愛護施策の

さらなる充実を図るため，①従来の動物管理行政から動物愛護行政へのステップ

アップ，②獣医師会，動物取扱業者，動物愛護団体，市民，行政など関係するす

べての人々による取組，③計画策定からその進行管理，評価などの各段階におけ

る情報公開と市民参加の推進，などの新たな視点を加え，本市特有の都市環境や

地域事情に即したより具体的な施策等について「京都市動物愛護行動計画」（愛

称；京（みやこ）・どうぶつ共生プラン）を策定するものです。  

なお，本計画は，本市の基本的かつ総合的な計画とされる「京都市基本構想」

及び「京都市基本計画」と調和した分野別計画としての側面を持つものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 京都市基本構想 

▽ 京都市基本計画 

☆ 京都市動物愛護 

行動計画 
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 第２節 基本方針 

 

  １ 基本的な視点 

   (1) 市民の動物の愛護及び管理に関する活動の高揚 

    ・ 市民の動物愛護意識の高揚，適正飼養の推進。そのための様々な市民参画

型動物愛護事業の開催 

    ・ 動物飼養者や取扱業者等の意識向上 

    ・ 地域での動物に関わる問題発生時に，周辺住民と協力して問題解決が図れ

るよう住民間の合意形成をサポート 

   (2) 関係者間の共汗(きょうかん)関係の構築 

    ・ 関係機関・団体等（府，獣医師会，業界団体，愛護団体，調査研究機関な

ど）と連携した取組の推進 

    ・ 市各部署等との情報共有と連携（野生動物，産業動物及び感染症担当課，

警察等） 

    ・ 教育関係機関や動物園との連携（次代を担う子ども達への情操教育やすべ

ての世代の人々への動物愛護精神の普及啓発） 

   (3) 施策の実行を支える基盤の整備 

    ・ 様々な取組や活動を支える動物愛護管理施設の機能強化や活動拠点の整備 

    ・ 動物愛護管理担当職員の動物由来感染症や動物飼養に関する，より専門的

な知識の習得 

    ・ 動物愛護推進員の委嘱推進，自治会や業界団体等への動物愛護活動支援 

   (4) 長期的視点からの総合的・体系的アプローチ 

    ・ 重点的・長期的な施策の実施 

    ・ 危機管理対策（狂犬病等動物由来感染症対策，災害時対策等） 

・ ペットの飼養や感染症に対する調査研究の実施による，課題分析，解決に

向けた臨機応変な対策の実施 

 

２ 計画期間 

    本計画の期間は，平成２１年度から平成３０年度までの１０年間とします。 

    なお，「動物の愛護及び管理に関する法律」は平成１２年の改正以後，概ね５

年程度毎に見直すとされており，こうした法改正や社会情勢等も勘案しながら，

本計画においても，概ね５年後に施策の評価・見直しを行います。 
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第１節 犬・猫に関する状況 

   

１ 犬の飼養に関する現況 

(1) 犬の登録及び狂犬病予防注射の実施状況 

    

犬の登録数の推移

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

頭
数

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90
100

注
射
率

登録頭数 30,355 43,590 47,826 49,744 51,404 53,448 54,453 

注射頭数 29,981 33,396 35,926 37,641 37,933 39,017 41,250 

注射率％ 98.8 81.8 76.9 75.7 73.8 73.0 75.8 

Ｈ７ H１２ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

  

犬の登録頭数及び狂犬病予防注射頭数は，平成１９年度末において，登録頭

数５４，４５３頭，狂犬病予防注射頭数４１，２５０頭で登録数に対する予防

注射接種率は７５．８％となっています。 

経年変化を見ると，登録頭数及び予防注射頭数とも，犬の一生涯に一度の登

録となった平成７年度以降増え続けており，以前と比べ室内で飼える小型犬種

の登録が増えていることからも，犬を飼う家庭が増えていることが分かります。 

一方，予防注射接種率は逆に減少し続けており，ようやく１９年度は１８年

度に比べ若干増加した状況です。近年，接種率が７０％台で推移している要因

としては，犬の死亡時における届出が徹底されていないこともありますが，ペ

ットフード工業会の調査では，実際には登録頭数の２倍程度が飼養されている

と推計されていることからも，無登録，未注射犬の飼い主に対する狂犬病予防

法に基づく犬の登録と狂犬病予防注射の必要性について，十分に周知徹底され

ていないことが考えられます。 

    本市では，狂犬病予防注射の接種率を上げる取組として，毎年４月に小学校

等の会場を利用した集合注射を実施していますが，各年度の注射頭数に対する

集合会場での注射接種割合（次表）は，平成１７年度までは５０％を超えてお

り，市民の方にも集合注射が認知されていることがうかがわれます。しかし，  

１８年，１９年度には大きく集合会場での注射接種率が減少していることから，

第２章 京都市における動物愛護管理の現状と課題 
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動物病院での接種が増加している状況を踏まえ，新たな取組などを考える時期

にきていると思われます。        

狂犬病予防注射頭数に対する集合注射実施割合

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

頭
数

0
10

20
30

40
50

60
70

割
合

注射頭数 29,981 33,396 35,926 37,641 37,933 39,017 41,250 

集合注射時 18,288 19,306 19,242 19,498 18,973 17,207 17,128 

割合％ 61.0 57.8 53.6 51.8 50.0 44.1 41.5 

Ｈ７ H１２ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 
 

   (2) 犬の咬傷事故の状況 

    

犬の咬傷事故件数

0

50

100

150

200

250

300

件

数

咬傷事故件数 256 154 121 111 89 62 65 58 44 65 

Ｓ４５ Ｓ５０ Ｓ５５ Ｓ６０ Ｈ２ Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

  

人が犬に咬まれた時には，家庭動物相談所が当該犬について狂犬病の検診をす

るとともに，犬の飼い主に対して事故の再発防止を指導しています。 

    咬傷事故件数としては，最近は屋内での飼育が増えたことから６０件前後で推

移しており，飼い主宅への訪問時や散歩途中での事故が多く，放し飼いされた犬

による事故は少なくなっています。 

    なお，登録や狂犬病予防注射を実施していない犬が咬傷を起こしている事故も

相当数あり，狂犬病予防法に基づく飼い主責任を周知徹底していくことが重要で

す。 
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２ 犬・猫の終生飼養に関する現況 

  (1) 犬・猫の引取状況 

  

犬・猫の引取数

0

5,000

10,000

15,000

頭
数

成犬 1,111 822 546 407 272 189 252 163 207 150 

子犬 2,258 1,751 1,149 497 125 58 68 55 53 28 

成猫 1,541 1,680 1,343 942 615 373 343 286 334 352 

子猫 7,443 6,822 6,656 5,586 4,075 2,744 2,256 2,125 1,875 1,844 

S55 S60 H2 H7 H12 H15 H16 H17 H18 H19

 
犬・猫の引取り頭数は約３０年前に比べると大きく減少しています。特に犬に

ついては５％（子犬は１～２％）程度までに減少していますが，最近５年間は成

犬で２００頭前後，子犬で５０～６０頭の横ばい状態になりつつあります。本市

では犬の不妊手術費用の助成を昭和５４年度から始めており，繁殖制限等に対す

る市民の意識の変化とあわせて，この取組が一定の成果を上げてきたものと思わ

れます。 

犬・猫の不妊去勢手術助成数

0

200

400

600

800

頭
数

雄犬 66 51 89 36 51 45 60 63 63 101

雌犬 148 154 156 61 63 64 71 70 74 118

雄猫 130 115 143 118 113 119 177

雌猫 188 174 154 140 142 128 252

H5 H7 H9 H11 H13 H15 H16 H17 H18 H19

 

     犬を手放す理由として，引越しや飼い主の体調悪化などの他に，犬が咬む，近

所からの苦情や犬の高齢によるなど，飼い主側に起因する場合が多く見受けられ

ます。 

    猫についてもこの間約４分の１に減少していますが，数値だけを見ると子猫が

引取数の約８割を占めています。猫に対する不妊手術費用の助成は平成１０年度

から開始していますが，希望が多いことから平成１９年度から助成総額を増額し

ました。その結果，猫の不妊手術数も増加しているので，今後さらに効果が上が

－   －    －  
－   －    － 
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るものと思われます。    

また，所有者のいない子猫に対する新たな取組等を講じる必要があると考えら

れます。 

 

   (2) 犬の捕獲・保護，返還頭数 

   

犬の捕獲・返還頭数

0

100

200

300

400

500

頭
数

0
5
10
15
20
25
30
35
40
45

返
還
率

捕獲頭数 435 375 289 290 203 139 120 132 82 127

返還頭数 68 67 77 40 46 29 23 24 28 51

返還率％ 15.6 17.9 26.6 13.8 22.7 20.9 19.2 18.2 34.1 40.2

Ｈ５ Ｈ７ Ｈ９ Ｈ１１ Ｈ１３ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 

    犬の捕獲・保護頭数は，この１０年で半分以下に減少し，最近では１００頭前

後で推移しています。その多くは警察等で保護されたものです。犬の繁殖制限の

普及による捨て犬の減少や室内飼養等の飼養形態の変化が要因として考えられ

ますが，飼い犬が高齢や病気により放棄されたと思われる場合もあり，飼い主か

らの犬の引取と同様に，終生飼養についての認識が不足している飼い主が見受け

られます。 

一方で，捕獲・保護した犬の返還率は，平成１７年度までは２０％前後で推移

していたのが，平成１９年度には４０％と増加しています。 

    なお，本市では各保健所等に届けられた犬・猫の失踪情報と保護情報（警察か

らの情報も含む）を家庭動物相談所で集約・照合し，できる限り早期に飼い主が

判明するよう努めています。１８年度，１９年度には犬については判明率が  

５０％を超えてきています。しかしながら，ほとんどの犬・猫には，所有者を明

示する鑑札や名札等が装着されていないため，マイクロチップの装着を含めた個

体識別の明示の必要性について，さらに浸透を図る必要があります。特に猫につ

いては，放し飼いに対しての抵抗感が希薄なため，保護される件数が少なく判明

率も低い状況です。 
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失踪・保護等照会件数

0

200

400

600

800

1,000

件
数
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40

50

60

判
明
率

犬の失踪・保護件数 857 758 694 712 

猫の失踪・保護件数 319 296 384 304 

犬の判明率％ 27.7 39.5 53.0 52.8 

猫の判明率％ 18.2 15.5 24.0 23.0 

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 

     また，負傷した犬・猫についても保護収容し，けがの程度によっては応急的

な措置を実施していますが，飼い主が判明し返還するまでにはほとんど至って

いません。特に，猫についてはその数も多く，交通事故等に遭わないよう屋内

飼養を勧奨すべきと思われます。 

負傷動物収容数

0

50

100

頭
数

0

10
20

30

40
50

60

判
明
率

犬 12 2 3 4 

猫 80 41 72 81 

犬の判明率％ 8.3 0.0 0.0 50.0 

猫の判明率％ 2.5 4.1 1.4 0.0 

Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９
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(3) 犬の譲渡数 

    本市では，現在の家庭動物相談所設立当初（昭和５４年）から持込まれた子犬

については，希望者に譲渡してきました。また，成犬についても平成１２年から，

できるだけ生存の機会を増やす観点から，放棄された飼い犬や保護した犬のうち，

その犬の適性を観察した上で譲渡しています。 

   

犬の譲渡数

0

50

100

150

200

頭
数

成犬 14 54 61 23 34 25 

子犬 180 160 118 64 61 47 54 40 54 21 

Ｈ５ Ｈ７ Ｈ９ Ｈ１１ Ｈ１３ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

 
    子犬の飼育を希望される方は多いものの，家庭動物相談所等に持込まれる子犬

の減少に伴い，譲渡できる子犬の数も減ってきている状況にあります。平成１８

年度は引取った子犬のすべてを譲渡できましたが，平成１２年から開始している

成犬の譲渡については，譲渡対象として適した犬があまり多くなく，毎年２０～

３０頭になっています。 

    なお，猫の譲渡については，飼い主の飼い方によって譲渡した猫がその地域で

苦情の原因になることも考えられるなどの課題があります。本市では，犬と同じ

ようにできる限り生存の機会を増やす観点から，譲渡についての検討に入ってい

ます。猫の譲渡をより進めるためには，譲渡先の飼育環境等を確認するなど一定

のルールづくりを進める必要があります。  

 

－    －    －  －
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   ３ 犬・猫の苦情等に関する現況 

    犬や猫に関する苦情件数は，毎年それぞれ約１，０００件程度が保健所等に寄

せられています。１０年前と比べ，総件数，苦情内容の傾向に大きな変化は見ら

れませんが，猫への苦情が犬に比べて約１．５倍に増えています。苦情内容とし

ては，所有者不明猫へのエサやりに伴う臭気や庭荒らしの苦情，犬の散歩時に糞

を始末しない飼い主への苦情が増えています。また，件数としては多くはありま

せんが，多頭飼育されている飼い主や動物取扱業者に対する臭いや鳴き声の苦情

が繰り返されることもあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    こうした苦情に対しては，パンフレットを用い啓発するとともに，飼い主等苦

情先が判明している場合は，保健所職員が直接飼い主やエサやりをする人に指導

等を行っています。また，糞の不始末等で飼い主の分からない場合などは，広報

車両による適正飼養に関する広報や，糞の後始末を注意喚起する看板プレートを

作成し，困っている人や地域へ配布するなどの取組も行っています。これらは，

一部の飼い主のマナーの悪さが苦情の原因になっています。 

    また，猫が敷地内に侵入してくる対策（防御）の一つとして，平成１５年度か

ら猫がいやがる超音波による撃退機を各保健所に配備し，希望者に貸出を行って

います。 

猫の苦情等件数

0
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1,400

1,600

1,800

2,000

件
数

鳴声・臭気 455 423 512 696 452 

放し飼い 180 243 206 260 185 

家屋等荒らし 219 184 314 515 487 

その他の苦情 20 38 145 184 114 

捕獲依頼 325 578 205 261 154 

Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

犬の苦情等件数

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

件
数

鳴声・臭気 447 308 407 496 440 

放し飼い 347 187 211 157 122 

家屋等荒らし 252 41 103 42 67 

その他の苦情 34 56 169 328 270 

捕獲依頼 662 440 167 95 72 

Ｈ７ Ｈ１２ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９
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第２節 動物取扱業等に関する状況 

 

１ 動物取扱業に関する現況 

    平成１１年の「動物の愛護及び管理に関する法律」の改正で，ペットショップ

等の動物を取扱う業者が法の規制対象となったことにより，京都市長への届出が

義務づけられ，ようやくこれらの業者が把握できるようになりました。 

    さらに，平成１８年６月には，届出制から登録制へと規制が強化され，また，

規制対象も飼養施設を持たないインターネット販売業者や出張訓練業，ペットシ

ッターなどの業種まで広げられました。 

 

    動物取扱業の登録業者数（平成１８年５月末は届出数） 

 登録業者数 販売 保管 貸出 訓練 展示 

平成２０年３月末  ３０６ １８１ １７８   ６  ３１   ６

平成１９年５月末  ２２９ １４６ １３７   １  １７   ２

平成１８年５月末  ２１７ １８４ １０６   ５  １８   ２

 

    平成２０年３月末現在，登録業者数は３０６施設となっていますが，これらの

登録業者には，各事業所において動物取扱責任者の配置義務と，本市が実施する

責任者研修会への受講義務が課せられる一方，動物の販売時において，その動物

の特性や飼養方法などの事前説明の実施と記録の管理も義務づけられています。

しかし，本制度も始まったばかりであり，動物取扱業者の顧客への事前説明が十

分でないことによる苦情や，多頭数扱うことによる臭気や鳴き声の苦情等が寄せ

られることもあります。業者の意識レベルにも差があり，レベルの底上げ，研修

会の未受講者への対応等が課題となっています。 

動物取扱業者は，市民が動物を飼い始める最初の窓口になるところでもあり，

動物のプロとしての自覚を持って社会的役割を果たすよう強く指導する必要が

あります。 
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  ２ 特定動物に関する現況 

    人の生命，身体又は財産に害を加えるおそれがある動物として政令で定める特

定動物の飼養又は保管については，京都市長の許可が必要となっており，ライオ

ン，ワニ，クマ等，約６５０種の動物が対象となっています。本市においては，

平成２０年３月末現在，京都市動物園や大学など１３施設を許可しています。 

 

特定動物飼養許可状況（平成２０年３月末現在） 

種

類 

 

サ 

ル 

 

ク 

マ 

 

猫 

科 

 

象 

 

 

カ 

バ 

 

キ 

リ 

ン 

猛 

禽 

 

ワ 

ニ 

 

ヘ 

ビ 

 

カ 

メ 

 

合 

計 

 

頭

数 
４６ ５ ６ １ １ ２ ７ ６ ２７ ３ １０４

   

 特定動物については，マイクロチップ等の個体識別措置の実施や逸走防止設備

の設置等が義務づけられており，その飼養者には，一般の動物の飼い主以上に社

会的責任が強く求められます。 

しかし，全国的に特定動物に限らず大型の爬虫類が捕獲される事例もあり，こ

れら施設での適正飼養管理のため，立入調査等の監視指導が必要です。 

 

  ３ 産業動物，実験動物に関する現況 

    市内の産業動物（牛，馬，豚，鶏等の家畜・家禽）については，農林部局が所

管していますが，その畜舎等からの汚水，臭い等について苦情が寄せられること

もあるため，関連部署と連携し，周辺環境の保持や適切な飼養について指導して

いく必要があります。 

    また，大学や医薬業界の研究施設等で扱われている実験動物についても，その

実態を把握し「３Ｒの原則」※等を踏まえた適切な実験動物の取扱について，普

及啓発を考えていかなければなりません。 

※「３Ｒの原則」；代替法の活用（Replacement），使用数の制限（Reduction） 

             苦痛の軽減（Refinement） 
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第３節 動物愛護普及啓発事業等に関する状況 

 

  １ 普及啓発事業に関する現況 

    動物の愛護と適正な飼養管理を推進していくためには，動物を飼養している方

だけでなく，広く市民の理解が必要です。本市では，動物愛護週間（９月２０日

～２６日）の時期に合わせ「動物愛護フェスティバル」を開催しています。 

    同フェスティバルでは，長寿犬（１５歳以上の犬）の認定式や，事前に募集し

た動物愛護写真コンクールの表彰式，夏休みに実施した子ども動物愛護公開講座

の受講者を動物愛護ジュニア推進員として認定する式典を行うとともに，（社）

京都市獣医師会，動物愛護団体等の協力のもと，講演会やペットの病気及び飼い

方相談会を実施しています。 

また，平成１６年度からは，家庭動物相談所等で犬のしつけ方教室も開催して

います。 

 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度

動物愛護フェスティバル参加数 270 300 330 315 322 

長寿犬認定頭数 95 153 156 142 149 

写真コンクール応募作品数 129 86 60 104 67 

子どもへの啓発講座   － － － 13 13 

しつけ方教室受講者数 － 9 － 7 26＊

    ＊見学のみ等の参加者含む

    これらの取組は端緒についたばかりですが，長寿犬の認定などを楽しみにして

いる市民の方もおられ，社会的にも認知されつつあると思われます。ただ，フェ

スティバル等は参加人数に限りがあり，また参加される方は，比較的動物への理

解度が高い人々であることから，今後，多くの市民の方を対象とした動物愛護を

広める啓発活動も必要と考えています。特に，これからの世代を担う子どもたち

への啓発は非常に重要であり，情操教育の一つとして教育機関等とも連携しなが

ら取組を強化する必要があると考えています。 

 

  ２ 動物愛護推進協議会，動物愛護推進員に関する現況 

    本市では，動物愛護の推進等について協議するため，平成１７年１０月に，有

識者，京都市獣医師会，動物愛護団体や市民代表の方々等で構成する「京都市動

物愛護推進協議会」を設置しました。その後，毎年２回程度，協議会を開催し，

動物愛護施策への助言等を頂いています。 

    また，動物愛護に関する普及や支援を行う動物愛護推進員についても，平成 

１７年１２月に第１回委嘱式を開催し，現在，３５名の方を委嘱しています。推

進員の方には，狂犬病予防注射の会場での啓発活動や動物愛護フェスティバルへ

の参加など，本市の事業への参加並びに協力を頂いていますが，まだその活動に

対する社会的認知度は低く，地域での問題解決に向けての活動にまでは至ってい

ません。 
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本計画の目標を定めるにあたり，施策推進の方向性を明確にするため３つの施策目標

を掲げ，その目標の達成に向けた様々な取組を充実させていきます。また，その施策の

達成状況を的確に評価するため５つの具体的な数値目標を定めました。 

 

第１節 施策の目標と具体的な取組 

   

１ 殺処分数の大幅な減少 

   本市で殺処分している犬猫の頭数は，１０年前に比べ約４割に減少していま

すが，まだ２，０００頭を超えており，その９割が猫です。殺処分せざるを得

ない動物の数を可能な限り少なくし，適正飼養を推進します。 

殺処分頭数

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

頭
数

犬 726 604 474 415 358 256 302 263 226 208 

猫 5,119 4,473 4,690 3,929 3,710 3,117 2,597 2,409 2,208 2,196 

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

 

(1) 飼い主責任の徹底 

① 終生飼養の徹底 

啓発パンフレットの配布や市民しんぶんでの啓発記事の掲載に加え，動物取

扱業者や動物病院等飼い主が利用する施設を通じて，飼い主の義務やその動物

の習性等について啓発するなど，動物の終生飼養への取組を進めます。 

     また，子猫等の引き取り依頼が繰り返される地域については，飼養実態の把

握に努め，飼養者に対し繁殖制限を含めた啓発を行います。 

② 登録・狂犬病予防接種率の向上【強化】 

犬の登録・狂犬病予防注射については，より市民が利用しやすい登録と注射

の実施方法や内容等について京都市獣医師会と協議しながら進めます。  

③ 咬傷事故の未然防止の徹底【強化】 

犬の飼い主の社会的責任について十分な自覚を促すとともに，けい留方法や

犬のしつけ方等の適正な飼養管理方法について啓発を行います。    

第３章 施策推進の方向性と数値目標 
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④ 迷惑問題の防止の徹底 

  犬猫の不適切な飼育や取扱いによる糞の放置，鳴き声，臭い等の迷惑問題に

対して，適正な飼養管理方法の啓発及び指導を推進します。 

⑤ 猫の室内飼育の勧奨 

猫については，放し飼いによる繁殖，交通事故及び感染症を予防するために，

猫の室内飼育についての利点等を，パンフレットに盛り込み，広く啓発を図り

ます。 

⑥ 特定動物所有者の社会的責任の徹底 

特定動物飼養保管の許可制度について，ホームページや動物取扱業者への資

料配付等により，無許可の飼養保管を防止するとともに，特定動物飼養保管者

に対しては個体識別措置,逸走防止措置等，法的義務の遵守について，確実に

実施するよう指導します。 

   (2) 保護・収容動物等の返還，譲渡の推進 

① 家庭動物相談所ホームページによる情報提供【新規】 

保護・収容した犬・猫や譲渡対象となった犬の情報をホームページに登載し

広く情報発信します。 

② 個体識別明示の徹底【強化】 

保護・収容した動物のほとんどが連絡先等の所有者明示がなされていないこ

とから，マイクロチップをはじめとする個体識別措置の利点について，パンフ

レット等を作成し広く普及啓発に努めます。 

③ 猫の譲渡手法の確立【新規】 

収容した猫の生存の機会を増やすために，猫の譲渡制度を確立し，模範的な

愛猫飼育者の育成を図ります。 

④ 獣医師会との連携による負傷動物の治療等の検討【新規】 

負傷動物の治療等について，京都市獣医師会と連携し，より適切な処置がで

きるような体制の構築に努めます。   

  (3) 所有者不明猫対策の推進 

① 所有者不明猫への無責任なエサやり行為防止に向けた取組【新規】 

所有者不明猫に対する考え方は人によって様々であるが，地域内で所有者不

明猫の飼養に取り組む際は地域猫として取り扱うなど，住民間で理解が得られ

るようサポートを行い，地域全体で適正な飼養が行われるよう推進します。 

② 不妊手術の推進（所有者不明猫への拡充）【強化】 

現在，京都市からの避妊及び去勢手術費用の助成対象は飼い犬や飼い猫に限

られていますが，所有者不明猫の繁殖制限が行われないことによる子猫の引取

が後をたたないため，家庭動物相談所での手術の実施や所有者不明猫に対する

助成適用について京都市獣医師会とも協議し，助成制度の見直しと充実を図る

ことにより，所有者不明猫自体の個体数を減らすような施策を進めます。 
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２ 事業者の社会的責任の徹底 

市民がペット等動物を購入する際の窓口となる動物取扱業者等と連携し，市民

に対して飼養者としての義務や動物の習性等必要な知識の普及啓発に努めます。 
また，動物取扱業者，実験動物施設管理者等の自覚を促し，業界全体の資質向

上が図れるよう取組を進めます。 
(1) 動物取扱業 

① 定期的な監視指導と不適正業者への厳正な対応【強化】 

動物取扱業者に対して，定期的に立入検査を実施し，法令等に規定された基

準の遵守，飼養・保管中の動物の健康と安全の保持等適正飼養がなされている

か監視指導します。 

   ② 動物の販売時等の説明責任の徹底 

動物取扱業者は動物を扱う専門家としての自覚とともに，市民が新たに動物

を飼い始める時の窓口として，購入者への法令に基づく事前説明の際に，動物

の生理・生態・習性等についての知識や，病気や高齢に至った際の注意など，

飼養動物の終生飼養の責務等について十分な説明を行うよう指導します。 

   ③ 動物取扱責任者に対する講習会の実施 

毎年必修となった「動物取扱責任者研修」を通じて，本市からも様々な最新

情報を提供し，事業者や従業員の育成を図ります。 

   (2) 実験動物・産業動物の適正な取扱 

   ① 実験動物施設における飼育状況の把握と指導の推進【新規】 

サル等の特定動物の許可を有する大学の施設等を中心に実験動物の飼育状

況を把握するとともに，「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する

基準」を周知し，「３Ｒの原則（１２頁参照）」等により，実験動物の適正な取

扱いについて，普及啓発を行います。 

   ② 産業動物の関係部局と連携した指導の推進【新規】 

畜産業者，養鶏業者等に対し，庁内関係部署と連携し，「産業動物の飼養及

び保管に関する基準」に基づき，産業動物の生理・生態・習性等に応じた動物

の管理に関して普及啓発を行います。 

 

３ 人と動物のよりよい関係づくり 

動物を愛する気持ちを育てるためには，幼い頃から動物とふれあい，生命の大

切さを学ぶ必要があることから，教育機関や動物園と連携した取組を進めます。   
また，動物飼養に関する地域における多くの問題の早期解決と発生防止のため

に，地域の方々と協力して取組みます。 
(1) 動物愛護啓発施設を核とした啓発事業の実施 

   ① 市民がいつでも利用できる動物愛護の基幹施設としての機能の整備・充実 

家庭動物相談所を市民や子ども達がいつでも利用でき，動物に関する学習等

もできる施設にします。また，京都市獣医師会及び動物愛護団体と連携を取り
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ながら，狂犬病予防やマイクロチップの普及啓発など市民の生活に，安心・安

全とうるおいをもたらす行政機関としての機能を充実します。 

② 同施設を利用した「しつけ方教室」等の定期的な開催 

犬に関する苦情の原因の多くが飼い主の誤ったしつけに起因しています。そ

こで，本市家庭動物相談所において犬のしつけ方教室を定期的に開催し，人と

動物のよりよい関係について市民にアドバイスします。 

③ ワーキングドッグ等の人間社会に必要とされる動物の普及啓発【新規】 

身体障害者補助犬，いわゆるワーキングドッグは現代の人間社会に欠くこと

ができない存在です。関係団体等と連携しながら，当該犬に関しての知識や存

在の普及に努めます。 

(2) 教育機関等との連携による動物愛護教育の実施 

   ① 学校教育現場での講習会等の実施【新規】 

凶悪犯罪の低年齢化が進む中，学校教育の中で“命の大切さ”を情操教育と

して，早い段階から取り入れることが重要と考え，本市教育委員会や京都市獣

医師会と協議，連携を図り，学校教育現場での講習会等を実施します。 

   ② 動物園と連携した動物愛護の普及啓発【新規】 

     本市動物園と連携し，動物に「ふれて」，「見て」，「感じる」ことによって，

すべての人々に生命の温かさと重みを伝えていくなど，園内の施設を活用した

動物愛護精神の普及啓発を推進させます。 

③ 子どもを対象とした動物とのふれあい講座等の開催【強化】 

子どもたちが“命の大切さ”を学び，“心の豊かさ”を育むため，動物愛護

団体等と連携し，子どもを対象とした動物とのふれあい講座等を定期的に開催

し，“かけがえのない命を大切にする心”を育てます。 

   (3) 災害時対策 

① 災害マニュアルの作成と周知【新規】 

京都市地域防災計画に基づく，被災ペット動物等への対応体制の整備を迅速

に行えるよう，京都市獣医師会や動物愛護団体，ボランティア等と連携した保

護収容対策等の災害マニュアルを作成します。さらに，定期的なマニュアルの

見直しと机上訓練を行い，災害発生時における対応に備えます。 

② 関係機関との協力体制の構築【新規】 

災害時には，多くのペットが被災することになり保護収容問題等もあること

から，関係機関と連携し，動物による危害の防止やペットに関する情報の収集

や提供を行う等の救護体制を整備します。 

また，大規模な災害時には，京都府及び周辺の自治体との連携を図れるよう，

日頃からの協力体制を確立します。 
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(4) 感染症対策 

   ① 動物由来感染症に関する啓発 

感染症に係る啓発には，市民しんぶんやホームページなどを活用するほか，

リーフレットやパンフレットなどの配布物を作成し，市民に広く啓発します。 

   ② 発生時に対応できる連絡体制の構築【新規】 

災害発生時と同様に，感染症発生時においても関係機関と連携した体制を整

備する必要があることから，関係者間の連絡体制を整備します。    

また，京都府や周辺の自治体との連携を図れるよう，日頃からの協力体制を

確立し，連絡網を整備します。 

   ③ 感染症等に関する情報収集と情報発信【新規】 

狂犬病予防法，家畜伝染病予防法，感染症の予防及び感染症患者に対する医

療に関する法律等の感染症に関わる部局間の連携を緊密にし，日常から情報収

集を行い，収集した情報は部局間で共有するとともにメディア等を活用した速

やかな情報発信を行います。 

   (5) 人材育成と調査研究の推進 

   ① 動物愛護推進員の拡大と研修会の実施【強化】 

動物愛護施策を地域に根ざした身近な取組として展開していくには，地域で

の協力者である動物愛護推進員の確保が必須であるため，動物愛護推進員の委

嘱を推進し，より多くの人材確保に努めます。また，併せて，動物愛護推進員

の資質向上のため，研修会やセミナー等を開催し，地域における活動や災害時

の活動を支える人材・動物愛護推進ボランティア等の育成に努めます。 

   ② 動物愛護に熟知した職員の育成 

市民の様々な相談窓口となる動物愛護担当者の資質向上のため，動物愛護や

狂犬病予防等に関する専門的な知識や技術の習得するための研修会や，担当者

会議を定期的に実施します。 

   ③ 動物由来感染症等に関する実態調査の実施【新規】 

飼養動物の市域での現状を把握するため，必要に応じ，感染症の病原体保有

状況や飼い方・愛護に関する実態調査を行い，その調査結果を感染症の予防，

指導等に活用します。 
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第２節 数値目標 

 

本計画では，平成１９年度の本市実績を踏まえ，不幸な動物を減少させるために，

１０年後の具体的な数値目標を定め，取組みます。  

目 標 項 目 
目 標 値 

（平成３０年度目標）
平成１９年度実績 

犬猫の殺処分数 ９６０頭（６０％減） ２，４０４頭 

犬の引取数 ９０頭（５０％減） １７８頭 

猫の引取数 ８８０頭（６０％減） ２，１９６頭 

失踪及び保護犬の 

飼い主の判明率 
６５％ ５２％ 

失踪及び保護猫の 

飼い主の判明率 
４０％ ２３％ 
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第１節 それぞれの役割 

 

 本計画を円滑に推進し，人と動物とが共生できる潤いのある豊かな社会づくりを

進めていくためには，所有者の動物愛護意識は勿論のこと，地域との関係がきわめ

て重要であり，広く市民の理解と協力のもと，関係者それぞれがそれぞれの役割を

認識し，相互に連携・協働して取組んでいく必要があります。 

 

１ 市民の役割 

     動物を飼養する所有者は，関係法令を遵守し，動物の生態，習性，生理に応じ

て，生涯にわたり適正に飼養する責務を果たさなければなりません。地域社会の

ルールを遵守し，迷惑をかけない飼い方を心がけるなど，飼養動物が地域の一員

として受け入れられるよう，主体的に行動していくことが求められます。 

また，動物を飼養していない市民の方々も，動物愛護思想の高揚に努め，身近

な動物や動物の飼養者，動物取扱業者などにも関心を持ち，動物に関わる問題を

共有し，動物や動物愛護施策について理解を深め，地域での取組や問題解決など，

地域における市民活動に積極的に協力することが求められます。 

    

  ２ 動物取扱業者の役割 

動物取扱業者は，市民に健康な動物を提供するとともに，購入者や購入希望者

に対し，動物の特性，状態，飼育方法などの飼養に必要な情報を提供し，所有者

責任の浸透を図り，動物を終生飼養することができるよう支援していくことが求

められます。 

    また，動物取扱業者自身も，動物取扱のプロフェッショナルという自覚を持っ

て，適切な施設での飼養，管理や適正な動物の取扱いなど，所有者の模範となる

よう努め，動物愛護管理の発展に寄与することが求められます。 

 

３ 関係団体，ボランティア等の役割 

   京都市獣医師会は，動物の専門家としてその果たす役割は多く，市の動物愛護

管理行政の一翼を担っており，市と連携を密にし，本計画を共に進めていくこと

が求められています。 

  また，動物愛護・管理に係る団体やボランティアの方には，行政の動物愛護管

理施策への協力を通じて，動物愛護管理思想の普及，人と動物が共生する社会づ

くりを牽引して行くことが期待されています。 

第４章 計画の円滑な推進 
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４ 市の役割 

京都市には，本計画の周知，各施策の計画的な実施と，関係者それぞれの役

割が果たせるよう相互のコーディネーター役としての責務が課せられています。 

      また，動物由来感染症対策や災害時の動物救援等の総合的・広域的な動物愛

護管理に関わる施策を，京都府をはじめ，国や他府県市と連携して進めること

が求められています。 

 

 

第２節 計画の進行管理 

 

本計画の推進にあたっては，毎年度，各事業について事業達成度の評価を行い，

同成果を広く市民に公表するとともに，京都市動物愛護推進員や京都市動物愛護推

進協議会等での意見を参考にしながら進行管理を行います。 
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○ 語句説明 

犬の登録 
 
 
 
 
狂犬病 
 
 
 
 
 
 
狂犬病予防注射 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
狂犬病予防法 
 
 
 
 
京都市基本計画 
 
 
 
 
 
京都市基本構想 
 
 

生後９１日以上の犬を飼養している飼い主は，犬の登録が義務づけら

れています。一度登録すれば，その犬が生きている限り，生涯有効で

す。飼い犬の死亡，所有者の変更，住所の変更があった場合は，住所

地を所轄する市町村へ届けなければなりません。 
 
主に咬傷事故によって，犬や人を始めとする全ての哺乳動物が感染し，

発症すると致死率はほぼ１００％の動物由来感染症です。全世界では

毎年３万５千～５万人が狂犬病により死亡しています。日本では狂犬

病予防注射や検疫体制の充実により，１９５７年以降発生していませ

んが，狂犬病予防注射接種率の低下や海外交易の日常化から，今後の

発生が懸念されています。 
 
犬の予防注射の混合ワクチンとは別のものです。 
犬の飼い主は毎年必ず１回，狂犬病予防注射を受けさせることが義務

づけられていますが，狂犬病予防注射接種率は低下傾向にあり，本市

において平成１９年度では 75.8％です。ペットフード工業会の調査か

ら，登録数の約２倍に相当する未登録の犬が飼養されていると推計さ

れており，狂犬病ウイルスが万一国内に侵入した場合，流行を抑える

ことができなくなるおそれがあります。 
京都市では毎年４月に小学校等の会場を利用した狂犬病予防の集合注

射を行っています。 
 
狂犬病の発生を予防し，そのまん延を防止し，これを撲滅することにより，

公衆衛生の向上及び公共の福祉の増進を図ることを目的とした法律です。

犬の所有者に，飼い犬の登録（生涯一度）と狂犬病予防注射の接種（毎

年）を義務付けています。 
 
２１世紀のまちづくりの方針を示した「京都市基本構想」を具体化す

るために，市民とのパートナーシップにより安らぎと華やぎのある京

都を実現するための施策をまとめた総合計画です。「安らぎのある暮ら

し」，「華やぎのあるまち」，「市民との厚い信頼関係の構築」の３つの

柱により構成されています。 
 
京都市民が市民の視点から描いた市民自身の「２０２５年までのくら

しとまちづくり」として２１世紀京都市政の目指すところを総合的に

指し示すグランドビジョンです。 
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京都市動物愛護

推進員 
 
 
 
京都市動物愛護

推進協議会 
 
 
 
軽犯罪法 
 
 
 
咬傷事故 
 
 
 
 
譲渡 
 
 
 
地域猫 
 
 
 
長寿犬 
 
 
 
 
動物の愛護及び

管理に関する法

律 
 
 

 
「動物の愛護及び管理に関する法律」第２１条に基づき，地域に根付

いた動物愛護に関するボランティア活動を推進していただく方々で

す。委嘱された推進員は動物の愛護と適正な飼養の普及啓発を図るた

め，行政と連携し活動しています。 
 
「動物の愛護及び管理に関する法律」第２２条に基づき，平成１７年

１０月１７日に設置されました。有識者，獣医師，動物愛護関係の公

益法人の代表及び地域の市民団体の代表などの方から選ばれた１０名

の委員で構成されています。 
 
我々が生活する上で，最低限守らなければならない事柄を定めた法律

です。ペットの逸走，ペットの糞やブラッシングの毛の放置等も処罰

の対象になることが記載されています。 
 
犬のしつけの不徹底や放し飼い等により，犬が人に咬みつく事故（咬

傷事故）が発生した場合，直ちに保健所等へ届けなければなりません。

京都市では，家庭動物相談所の狂犬病予防員が事故の再発防止につい

ての指導や当該犬の検診を行っています。 
 
収容した犬及び猫について，新たな飼い主を探して譲り渡すこと。家

庭動物相談所では収容した犬等の健康状態や性格等を調べるなど適性

を観察した上で，希望者に譲渡を行っています。 
 
いわゆる野良猫を適切に飼養・管理するために，地域の方々の合意と

協力のもとで，共同飼養する活動です。野良猫対策の一手段として，

関東などの一部地域で取り組まれ，一定の評価を得ています。 
 
市民の皆様に深い愛情をもって飼われている愛犬のうち満１５歳以上

で，狂犬病予防法に基づく登録や狂犬病予防注射を遵守し，他人に迷

惑をかけることなく，適正に飼われている犬を長寿犬として認定して

います。 
 
動物の虐待の防止，動物の適正な取扱その他動物の愛護に関する事項

を定めて国民の間に動物を愛護する気風を招来し，生命尊重，友愛及

び平和の情操の涵養に資するとともに，動物の管理に関する事項を定

めて動物による人の生命，身体及び財産に対する侵害を防止すること

を目的とした法律です。 
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動物由来感染症 
 
 
伴侶動物 
（コンパニオン

アニマル） 
 
 
引取り 
 
 
 
避妊・去勢手術

の助成制度 
 
 
 
 
 
マイクロチップ 
 
 
 
 
 
 
ワーキングドッ

グ 
 
 
ペットフード工

業会 
 
 
 

 
様々な感染症のうち，動物から人にうつる感染症の総称。代表的なも

のとして，狂犬病，オウム病やトキソプラズマ症などがあります。 
 
従来，ペットは一方的にかわいがる存在として，ペットや愛玩動物と

呼んでいましたが，より飼い主と密接な関係を持っている動物，対等

な関係やパートナーという意味で使われるようになりました。伴侶動

物ともいわれます。 
 
動物の愛護及び管理に関する法律に基づき，飼い主のやむを得ない事

情により，飼うことができなくなった又は飼い主不明で保護された犬

及び猫を，保健所又は家庭動物相談所で引き取っています。 
 
不幸な犬や猫をつくらないのも飼い主の責任です。 
本市では，望まない犬や猫が増えないように，避妊・去勢手術の助成

を行っています。社団法人京都市獣医師会会員の動物病院で実施する

避妊・去勢手術に対し，オス犬で 4,000 円，メス犬で，5,000 円，猫(オ
ス・メス共)で 3,000 円を補助しています。なお，（社）京都市獣医師

会も同額を補助しています。（平成２１年４月現在） 
 
「動物の愛護及び管理に関する法律」において，個体識別措置が飼い

主の責務として課されています。個体識別には鑑札や首輪など様々な

方法がありますが，ＩＣチップであるマイクロチップは最も有効とさ

れています。チップに組み込まれたデータと登録データを照合するこ

とによって速やかに飼い主が判明しますので，迷子や事故，盗難防止

等に威力を発揮します。 
 
盲導犬，聴導犬，介助犬など狩猟以外の作業に従事する犬のこと。警

察犬や災害救助犬，動物介在療法に係わるセラピー犬などもこれに含

まれます。 
 
１９６９年に設立された国内でペットフード製造又は販売を行う企業

で構成された団体。ペットフード市場の９０％以上をカバーしており，

ペットフードに関することのほか犬猫飼育率全国調査等の情報発信も

行っています。 
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平成25年度の動物愛護行政の取り組み概要 

 

◆ 改正法施行に伴う取り組み 

 条例改正  

条例名   動物の飼養管理と愛護に関する条例の一部を改正する条例 

公布日    平成２５年７月５日 

施行日  平成２５年９月１日 

内 容  

・｢動物取扱業者」を「第一種動物取扱業者」と文言修正した。 

・犬猫の譲渡対象を「所有者から引き取った犬・猫」から「所有者の判明しな

い犬猫」も含めて拡大した。 

 規則改正 

規則名   動物の飼養管理と愛護に関する条例施行規則及び京都府保健所長に

権限を委任する規則の一部を改正する規則 

公布日   平成２５年８月３０日 

施行日    平成２５年９月１日 

内 容 

・改正法施行に伴い、新たに生ずる「犬猫等販売業者の動物健康安全計画の届

出受理」、｢第二種動物取扱業の届出受理」等の事務を保健所長に権限委任した。 

・特定動物の飼養許可事務を保健所長に委譲した。 
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 第一種動物取扱業へ改正法施行の徹底 

・改正法施行前（平成２５年８月）に、動物取扱責任者研修会を府内 4 カ所（宮

津市、南丹市、城陽市、木津川市）で開催。 

・さらに徹底するため、平成２５年１０月に２カ所（舞鶴市、宇治市）で開催。 

・すべての第一種動物取扱業者に改正法施行の趣旨文書配布 

・すべての犬猫等販売業者から健康安全計画提出済み。 

 第二種動物取扱業の届出提出指導（府内３施設）  

 

◆ 府市協調動物愛護事業の実施 

 長寿犬表彰 

応募条件 １５歳以上の家庭犬 

登録および狂犬病予防注射済みであること。 

咬傷事故を起こしていないこと。等 

認 定 数 ５３頭（府） 

 動物愛護写真コンクールの実施 

応募点数 １２３点 （平成２４年度５９点） 

入 選 特選２点、金賞２点、銀賞２点、銅賞６点 

 京都動物愛護センター（仮称）の愛称募集・決定 

応募点数 １８０点 

決 定 名「動物愛ランド・京都」 
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 京都動物愛護センター（仮称）のマスコットキャラクターの募集・決定 

応募点数 １５５点 

 動物愛護週間事業 

○  動物感謝デーin KYOTO 

日 時   平成２５年９月１６日（月祝）午前１０時３０分～午後４時 

場 所   みやこめっせ（京都市左京区）  

主 催   （公社）京都府獣医師会 

共 催   府・市 

参 加 者  ３００人 

事業内容  

・子供向け獣医師一日体験 

・高校生の進路相談（獣医師系） 

・府民公開フォーラム（獣医師の仕事紹介等） 

・動物愛護写真コンクール入選作品展示 

・動物愛護管理啓発パネル、人獣共通感染症パネル等の展示  

※ 動物愛護管理関係表彰式は荒天のため中止になった。 

 

 ○  Kyoto-Ani-Love Festival（京都動物愛護フェスティバル） 

日 時  平成２５年９月２２日（日）午前１１時～午後５時 

場 所  新風館（京都市中京区）   

主 催  府・市 

参 加 者  ９，０００人 

事業内容  

・あいさつ（山下副知事、門川京都市長） 

・京都動物愛護センター（仮称）の愛称及びマスコットキャラクター発表、

表彰式 

・長寿犬認定式    

・動物愛護写真コンクール入選作品展示 

・ペットの飼い方相談 

・チャリティーライブ 

・ワーキングドッグ紹介 等 

 京都動物愛護センター（仮称）のマスコットキャラクターの愛称募集 

応募点数 ２１７点 

 京都動物愛護センター（仮称）ボランティアスタッフ募集 

○ ボランティアスタッフ募集 
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応募人数 １１５名 

受講者数  ３９名 

○ ボランティアスタッフ養成講座のスケジュール  

回 開催日 時 間 会 場 内 容 

１ 12 月 23
日 祝 13:00～16:00 下京区役所 オリエンテーション 

２ 1月13日 祝 13:00～16:00 下京区役所 ボランティア活動について 

３ 1月26日 日 13:00～16:00 下京区役所 グループ活動について 

４ 2月 2日 日 

13:00～14:00 
京都高齢者
福祉センタ

ー 

動物行動管理について 

14:00～15:00 動物疾病等について 

14:00～15:00 家庭動物相談所 実地研修 

５ 2月22日 土 13:00～16:00 下京区役所 教育啓発について 

６ 3月8日 土 ９:00～16:30 神戸市動物管理センター 施設視察研修 

７ 3月21日 祝 13:00～16:00 京都府公館 ふりかえり・登録手続き 

○ ボランティアスタッフの活動予定内容 

・犬舎及び猫舎の清掃、給餌、散歩 

・センター案内、譲渡動物の紹介 

・センター内での啓発イベント等のスタッフ、機関誌やリーフレットの作成補助 

・災害発生時の犬猫の救護活動  

◆ 府独自の動物愛護事業 

 動物ふれあい教室（保育園児等）、動物愛護教室（小学生）の開催 

対   象 小学校、保育園等 
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訪問施設数 ４４施設 

参加児童数 約２，７００名 

内   容 

・小動物との接し方学習 

・犬、ウサギ等の心音聞き取り体験 

・小動物（ウサギ、モルモット等）とのふれあい広場  

・教材配布（ペットを飼い始める心構えの家庭向け教材） 

 動物訪問事業 

対   象 高齢者福祉施設 等 

訪問施設数 ４施設 

参 加 者 ２５０名 

内 容 アニマルセラピー、小動物とのふれあい 

 しつけ方教室の開催 

開 催 数  １０回 

参加者数  講習９２名 

実技７９名 

内 容  講習１回：公益社団法人京都府獣医師会講師 

実習３回：生活衛生課職員 
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参 加 者  講習会９２名 

実技 ７９名 

 京都府動物愛護管理センター献花式 

日 時  平成２５年１０月２４日（木）午後２時から２時３０分 

場 所  京都府動物愛護管理センター 

参 列 者  ３３名 

内 容  センターで死を迎えた犬、猫を供養 

 

◆ 動物管理業務 

 引き取り頭数の削減 

○ 引き取り広報の改善 

○ 引き取り日、引き取り場所の広報の取りやめ。 

○ 各市町村へ引取日広報取り下げや終生飼養啓発例文を送付し、啓発依頼 

○ 引き取り希望者の保健所への事前相談の広報徹底。 

○ 終生飼養啓発ポスター・チラシの作成 

○ 引き取り窓口での改善 

・引き取り依頼理由の確認。 

・引き取り拒否・説得・アドバイス徹底 

○ 引き取りＱＡを作成し、窓口で統一した対応 
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 動物取扱業者一覧のホームページでの情報提供 

○ 府内動物取扱業者一覧をホームページ上に公開した。 

公 開 日   平成２５年８月１９日（月） 

公開内容   氏名、事業所名称、事業所所在地、動物取扱責任者、動物の種類、

登録年月日、登録番号、種別 

 マイクロチップ装着啓発 

○ 譲渡動物へのマイクロチップ装着 

普及啓発のモデルとしてセンターで譲渡する犬・猫の装着 

装着頭数 ８４頭（犬：３２頭、猫５２頭） 

○ 動物愛護事業でのマイクロチップ啓発 

○ マイクロチップ啓発パネル展示 

○ 京都府獣医師会からマイクロチップの寄贈受納式 

日 時 平成２５年５月２１日（火） 

場 所 京都府庁健康福祉部長室 

内 容 公益社団法人京都府獣医師会からマイクロチップ２４０個受納 

 舞鶴港不法上陸犬対策 

○ 連絡調整会議の開催 

日 時  平成２５年７月１１日（木） 

場 所  中丹東保健所 
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出 席 者 １３名 

（公益社団法人京都府獣医師会、農水省動物検疫所神戸支所、大阪

税関舞鶴支所、海上保安庁舞鶴海上保安部、舞鶴市、京都府〔港湾

事務所、保健環境研究所、中丹東保健所、動物愛護管理センター、

生活衛生課〕） 

内 容    

・平成２４年度不法上陸犬防止啓発活動結果 

・不法上陸犬事案事例紹介 等 

○ 舞鶴港定期広報活動 

場 所 舞鶴港 

内 容 ロシア語等による広報車巡回広報 

実施回数 １２回 

 狂犬病予防注射率の向上 

○ 市町村への個別通知の指導 

◆ 他の行政機関との連携 

 近畿動物行政担当係長会議の開催 

日 時 平成２６年１月２３日 

場 所 福利厚生センター 
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参加者 ３３名（環境省、近畿府県市１９自治体動物行政担当係長等） 

内 容 

・災害時の広域支援体制協議 

・動物愛護管理推進計画等情報交換 

・環境省からトピックス、意見交換 

 京都府警との連携 

 ○ 平成２５年度「京都府・市・府警動物愛護管理事業推進連絡会」 

日 時 平成２６年１月１６日（木） 

場 所 京都府庁特別参与室 

参加者 ６名（京都府警察本部、京都市保健医療課、京都府生活衛生課） 

 市町村会議の開催 

日 時 平成２６年３月１３日（木）【予定】 

場 所 京都府公館レセプションホール  

内 容 

・引取会場削減協議 

・災害対応研修 

◆ 各地域での動物愛護推進連絡協議会での取り組み 

 集合注射結果検討会（乙訓、山城北、山城南） 
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 鑑札、注射済み票配布会（乙訓、山城北、山城南） 

 動物病院玄関先でフンのマナーの啓発ノボリ掲示（山城北） 

各動物病院の玄関先にフンのマナー啓発ノボリの掲示 

 市町村イベントでの動物健康相談（山城北、南丹） 

イベントに合わせて動物の健康相談・しつけ方相談（山北、南丹） 

 ワンワンクリーンキャンペーン（乙訓、山城北） 

散歩中の飼い主へのフンのマナー啓発と地域のクリーン活動 

 慰霊祭（山城南） 

 啓発資材作成（山城南） 

 

◆ 京都動物愛護センター（仮称）運営委員会の開催 

 第４回運営委員会 

日 時  平成２５年８月３０日（金） 

場 所  職員会館かもがわ 

内 容 

・京都動物愛護センター（仮称）の運営指針構成について 

・犬猫の処分方法について 

・動物愛護週間について 

・京都動物愛護センター（仮称）のマスコットキャラクターについて 等 
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 第５回運営委員会 

日 時  平成２６年１月３１日（金） 

場 所  ルビノ堀川 

内 容 

・京都動物愛護センター（仮称）に係る実施設計 

・京都動物愛護センター（仮称）の運営指針（案）について 等 

◆ 人と動物共通感染症 

 動物由来感染症サーベイランスの実施 

○ 定点動物病院からの人獣共通感染症の発生報告を収集・分析・還元。 

サーベイランス定点 １７病院（府域、市域） 

 人獣共通感染症啓発チラシの作成 

作成部数 ３，０００部 

◆  動物担当職員の資質向上 

 環境省主催研修への派遣 

日 時 ５月２１日（火）～２４日（金） 

場 所  環境科学研修所（埼玉県三沢市） 

内 容  災害時の動物愛護対応 等 

 奈良県適正譲渡講習への派遣 

日 時 ２月３日（月） 

場 所 奈良県うだ・アニマルパーク 



平 成 ２５ 年 度 
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１ 沿革 

○ 狂犬病予防業務と犬害防止業務の一元化を図り、犬に関する正しい知識の普及と衛生

的な処分を行うことにより公衆衛生の向上に資するため、昭和４６年２月「京都府畜

犬指導所」を開設した。 

○ 昭和５０年６月「京都府動物管理指導所」に名称を変更した。 

○ 旧施設が老朽化したため、昭和６２年５月より改築工事を開始。国道９号線と指導所

の間にあった京都府立大学演習林用地の一部を所属替えし、敷地を拡大して、新施設

には自動追込装置、炭酸ガス処分機等の設備を設けるとともに、動物の適正飼養と愛

護意識を啓発普及するための治療室、広報啓発室等も設置し、昭和６３年４月から「京

都府動物管理センター」と名称を変更した。 

○ 平成３年８月「子犬とのふれあい広場」を新設した。 

○  平成１６年５月１日「京都府動物愛護管理センター」に名称を変更した。 

○ 平成２４年３月｢猫舎｣を新設した。 

 

２ 施設の概要 

 

 （１） 所在地     京都市西京区大枝沓掛町２４－５ 

   

位置図  
 

 
 

 

● 交 通 機 関 ● 

 

JR京都駅から京阪京都交通バスJR亀岡駅行・「老ノ坂峠」下車京都向きに徒歩約１０分 
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(２) 施設の概要                                            

   ●敷地面積                       1,989.21m2
 

 

 

   ●施設内面積           治 療 室              18.00m2
 

                      準 備 室 （ 薬 品 室 ）               9.00m2
 

                      広 報 啓 発 室              16.80m2
 

                      犬房（１から４房）              50.52m2
 

                      準 備 室               7.18m2
 

                      更 衣 室               7.56m2
 

                      保 護 観 察 室               7.67m2
 

                      搬 入 室              24.28m2
 

             追 込 通 路              28.54m
2
 

             搬 入 通 路              22.83m2
 

             炭 酸 ガ ス 室               6.80m2
 

             機 械 室 （ 燃 焼 室 ）            85.92m2
 

             飼 料 室               3.92m2
 

                      事 務 室              35.40m2
 

              脱 臭 機 室     24.00m2
 

      シ ャ ワ ー 室                2.10m2
 

      洗 濯 室                6.00m2
 

      男 子 ト イ レ                7.50m2
 

      女 子 ト イ レ                3.80m
2
 

      書 庫        6.64m2
 

  そ  の  他               42.36m2 

 

             合 計        416.82m2 

 

    ●附属建物      倉 庫              30.00m2
 

                      灰 倉 庫               6.55m2
 

                      ポ ン プ 室               7.77m2
 

             ふ れ あ い 広 場              26.00m2
 

             猫  舎        14.90m2
 

 

             合 計              85.22m2
 

 

    ●その他       着 水 槽 ・ 受 水 槽 等（水処理施設） 

 

（３）設備能力 

  ●収容能力         100頭    犬房    ４室 

 

    ●炭酸ガス処分機      １回       ２５頭       ２基 

 

   ●焼却炉                 １時間        150kg        ２基（交互運転） 

 

-2- 



（４）施設配置図 

 

 

 

30.0㎡ 

                                       灰倉庫  倉  庫 

                                         6.55㎡                      
                         

                                                         東門 
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    （職員駐車場） 

                          国道９号線 

                      

     
路側帯 

       
 

 

 操作室 

10.5㎡ 

  

 
犬房４ 12.63㎡ 

 

脱臭機 
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犬房３ 12.63㎡ 

犬房２ 12.63㎡ 

 治療室 

18.0㎡ 
犬房１ 12.63㎡ 

 
水処理施設 

 

保護観

察室 

7.67㎡ 
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 ｼｬﾜｰ室 

2.1㎡ 

準備室 

7.18㎡ 

更衣室 

7.56㎡  

洗濯室 

6.0㎡ 

  

 

事務室 

35.4㎡ 

 

男子便所 

7.5㎡ 

 女子便

所3.8㎡ 

搬入室 

24.28㎡ 

 広報啓発室 

16.8㎡ 

倉庫 
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モッ 
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                             正門 

 

                                      

           ふれあい広場 

 

26.0㎡ 

 
 獣魂碑 
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３ 組織及び業務 

（１）組織 
  

健康福祉総務課 

高齢者支援課 

医療企画課 

リハビリテーション支援センター 

福祉・援護課 

介護・地域福祉課 

障害者支援課 

こども未来課 

家庭支援課 

健康対策課 

医療課 

 

 

 

 

 

    健康福祉部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活衛生課  
 

生活営業担当 

食品衛生担当 

動物愛護管理担当  動物愛護管理センター 

  
 

薬務課   
 

 

（２）職員構成 

 

 職種 動物愛護管理センター 生活衛生課動物愛護管理担当   

獣医師   ２ 名   ３ 名 

狂犬病予防技術吏員 ２ 名     ５ 名 

事務（臨時職員）     １ 名     １ 名 

運転技師 １ 名     ３ 名 

合        計     ６ 名   １２ 名 

 

（３）業務内容 

      京都府動物愛護管理センターは、飼養動物に関する正しい知識を普及し、動物愛

護の推進及び公衆衛生の向上に資することを目的として次の業務を行う。 

  

ア 動物愛護に関すること。 

イ 犬及び猫の繁殖防止、人と動物の共通感染症並びに捕獲方法の改善に関する

調査研究に関すること。 

  ウ 犬及び猫の処分に関すること。 

  エ 狂犬病の予防に関すること。 

  オ その他動物の飼養管理に関すること。 
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４ 設備及び治療室の備品 

●設備 

・自 動 搬 入 装 置          １式 

・自 動 追 込 装 置                 １式 

・炭 酸 ガ ス 処 分 機          ２基 

・ド リ ー ム ボ ッ ク ス          ２基 

・焼 却 炉          ２基 

 

●治療室の備品 

・顕 微 鏡           ２台 

・解 剖 セ ッ ト                    １式 

・煮 沸 消 毒 器                    １台 

・レ ン ト ゲ ン 装 置                    １式 

・ヘマトクリット沈殿器                    １台 

・動 物 用 人 工 蘇 生 器                    １台 

・保 育 器                    １台 

・外 科 器 具                    １式 

・自動血液成分測定装置                    １台 

・ガ ス 滅 菌 器                    １台 

・小動物全身吸入麻酔装置                    １台 

  ・電 気 メ ス                    １セット 

・白 血 球 分 類 計 算 装 置                   １台 

・電 気 ふ ら ん 器                    １台 

・電 子 天 秤                    １台 

・電 子 体 温 計                    １台 

・超 音 波 洗 浄 装 置                    １台 

・手 術 台                    １台 

・無 影 灯                    １台 

・体 重 計                    １台 

・蒸 留 水 製 造 装 置                    １台 

・遠 心 分 離 器                   １台 

・高 圧 蒸 気 滅 菌 器                   １台 
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第２章  業 務 概 要 
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年度区分
平成
6

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

搬 入
頭 数

15,280 13,736 12,844 11,254 10,451 9,125 8,590 7,339 7,218 6,457 5,517 4,652 4,783 4,056 3,276 2,835 2,688 2,043 2,031

成 犬 1,533 1,511 1,363 1,223 1,136 1,014 922 800 682 641 654 583 578 610 332 351 353 242 303

幼 犬 2,673 1,998 1,717 1,427 1,164 1,057 835 658 434 288 356 258 210 194 87 73 40 7 28

犬
合 計

4,206 3,509 3,080 2,650 2,300 2,071 1,757 1,458 1,116 929 1,010 841 788 804 419 424 393 249 331

猫 11,074 10,227 9,764 8,604 8,151 7,054 6,833 5,881 6,102 5,528 4,507 3,811 3,995 3,252 2,857 2,411 2,295 1,794 1,700

幼 犬
比 率
(%)

63.6 56.9 55.7 53.8 50.6 51.0 47.5 45.1 38.9 31.0 35.2 30.7 26.6 24.1 20.8 17.2 10.2 2.8 8.5

猫 比
率    (%)

72.5 74.5 76.0 76.5 78.0 77.3 79.5 80.1 84.5 85.6 81.7 81.9 83.5 80.2 87.2 85.0 85.4 87.8 83.7

１ 犬・猫の搬入状況

（１）　年度別搬入状況
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保健所

年 度

乙
訓

山
城
北

山
城
南

南
丹

中
丹
西

中
丹
東

丹
後

全
体

6 182 1,038 621 1,188 318 388 471 4,206

7 154 806 573 997 252 346 381 3,509

8 107 705 535 916 256 301 260 3,080

9 95 628 420 774 204 255 274 2,650

10 87 494 358 743 179 223 216 2,300

11 74 462 375 592 155 238 175 2,071

12 57 485 233 527 154 139 162 1,757

13 66 406 205 418 102 135 126 1,458

14 37 268 153 375 45 116 122 1,116

15 25 204 148 271 56 121 104 929

16 23 232 126 334 68 178 49 1,010

17 32 233 153 165 101 93 64 841

18 28 200 167 212 47 72 62 788

19 56 141 122 294 42 59 90 804

20 11 84 54 127 36 64 43 419

21 6 91 59 109 32 65 62 424

22 11 77 79 127 12 37 50 393

23 15 33 28 101 16 31 25 249

24 6 92 23 124 15 52 19 331

(４)　保健所別犬の搬入頭数の推移(平成６年度～平成２４年度)
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保健所

年 度

乙
訓

山
城
北

山
城
南

南
丹

中
丹
西

中
丹
東

丹
後

全
体

6 546 2,031 813 2,158 834 1,456 3,236 11,074

7 591 1,590 917 1,898 774 1,383 3,074 10,227

8 597 1,619 785 1,739 951 1,286 2,787 9,764

9 451 1,586 609 1,545 920 1,051 2,442 8,604

10 411 1,311 576 1,535 938 1,076 2,304 8,151

11 406 1,340 559 1,276 714 830 1,929 7,054

12 329 1,261 648 1,264 639 869 1,823 6,833

13 279 1,136 475 1,009 565 852 1,565 5,881

14 327 1,008 504 1,088 469 1,071 1,635 6,102

15 271 1,039 427 1,000 537 862 1,392 5,528

16 263 862 413 786 464 589 1,130 4,507

17 210 761 405 522 383 539 991 3,811

18 179 802 479 594 291 558 1,092 3,995

19 137 577 252 573 263 478 972 3,252

20 140 587 212 445 209 449 815 2,857

21 45 442 236 467 137 410 674 2,411

22 53 454 300 413 138 334 603 2,295

23 73 297 186 361 110 299 468 1,794

24 67 333 186 288 69 320 437 1,700

(5)　保健所別猫の搬入頭数の推移(平成６年度～平成２４年度)
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月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
犬 41 29 20 31 31 14 32 38 32 25 20 18 331
猫 148 274 311 223 164 144 175 98 50 27 47 39 1,700

合計 189 303 331 254 195 158 207 136 82 52 67 57 2,031
猫比率% 78.3 90.4 94.0 87.8 84.1 91.1 84.5 72.1 61.0 51.9 70.1 68.4 83.7

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
成犬 41 29 20 31 26 13 27 25 29 24 20 18 303
幼犬 0 0 0 0 5 1 5 13 3 1 0 0 28
合計 41 29 20 31 31 14 32 38 32 25 20 18 331

幼犬比率% 0.0 0.0 0.0 0.0 16.1 7.1 15.6 34.2 9.4 4.0 0.0 0.0 8.5

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
成猫 25 19 23 30 8 17 22 36 29 13 30 13 265
幼猫 123 255 288 193 156 127 153 62 21 14 17 26 1,435
合計 148 274 311 223 164 144 175 98 50 27 47 39 1,700

幼猫比率% 83.1 93.1 92.6 86.5 95.1 88.2 87.4 63.3 42.0 51.9 36.2 66.7 84.4

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
乙訓 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 6

山城北 13 9 3 9 7 3 11 12 6 10 8 1 92
山城南 0 1 0 0 6 2 6 2 1 1 1 3 23
南丹 21 12 3 17 13 4 10 8 18 11 3 4 124

中丹西 1 0 2 0 0 0 0 1 3 2 4 2 15
中丹東 4 4 10 3 3 2 4 12 2 1 3 4 52
丹後 1 2 1 1 2 2 1 3 1 0 1 4 19
合計 41 29 20 31 31 14 32 38 32 25 20 18 331

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
乙訓 4 8 11 19 3 5 10 3 4 0 0 0 67

山城北 32 85 57 19 28 39 37 8 8 3 12 5 333
山城南 16 36 59 33 5 8 19 0 2 3 4 1 186
南丹 26 35 40 24 40 31 14 30 18 12 11 7 288

中丹西 0 19 22 3 7 6 6 1 1 0 1 3 69
中丹東 32 60 35 62 40 12 21 39 7 3 0 9 320
丹後 38 31 87 63 41 43 68 17 10 6 19 14 437
合計 148 274 311 223 164 144 175 98 50 27 47 39 1,700

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
成犬 17 14 7 6 7 5 6 3 5 3 13 8 94
幼犬 0 0 0 0 0 0 5 5 6 3 0 0 19
合計 17 14 7 6 7 5 11 8 11 6 13 8 113

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
成猫 1 0 0 0 0 1 0 0 1 2 0 2 7
幼猫 9 20 20 4 18 12 20 11 11 3 4 5 137
合計 10 20 20 4 18 13 20 11 12 5 4 7 144

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
犬 32 14 12 34 20 10 21 27 17 22 9 12 230
猫 141 240 296 223 145 129 153 89 37 18 44 40 1,555

合計 173 254 308 257 165 139 174 116 54 40 53 52 1,785

平成２４年度猫の譲渡頭数

平成２４年度犬・猫の殺処分頭数

(6) 平成２４年度統計資料
平成２４年度犬・猫の搬入頭数

平成２４年度犬の搬入内訳

平成２４年度猫の搬入内訳

平成２４年度保健所別・月別犬の搬入頭数

平成２４年度保健所別・月別猫の搬入頭数

平成２４年度犬の譲渡頭数
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内訳 年度 17 18 19 20 21 22 23 24

成犬 583 578 610 332 351 353 242 303

幼犬 258 210 194 87 73 40 7 28

計 841 788 804 419 424 393 249 331

成猫 601 618 649 381 269 361 278 265

幼猫 3,210 3,377 2,603 2,476 2,142 1,934 1,516 1,435

計 3,811 3,995 3,252 2,857 2,411 2,295 1,794 1,700

成犬 0 1 14 29 43 34 66 94

幼犬 76 101 97 58 80 31 8 19

計 76 102 111 87 123 65 74 113

成猫 0 0 0 0 5 4 4 7

幼猫 0 0 0 9 34 54 91 137

計 0 0 0 9 39 58 95 144

成犬 583 577 596 297 309 308 170 221

幼犬 182 109 97 26 12 9 1 9

計 765 686 693 323 321 317 171 230

成猫 601 618 649 381 296 355 275 254

幼猫 3,210 3,377 2,603 2,465 2,078 1,866 1,422 1,301

計 3,811 3,995 3,252 2,846 2,374 2,221 1,697 1,555

搬入頭数

譲渡頭数

殺処分頭数

（7）搬入・譲渡・殺処分頭数の推移（平成17～24年度）



 

 

 
第３章  人と動物の共生事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



▶ 適正飼養推進事業 

 

１ 犬、猫の譲渡事業 

     

  府保健所等で飼い主から引き取ったり保護した子犬に延命の機会を与えるとともに、 

府民に対し動物愛護意識の高揚を図ることを目的に、小型犬は、健康管理を十分行い、「動

物ふれあい・訪問事業」に参加させ、社会順応化をさせたうえで、適正に飼養できると判

断される希望者に飼養方法等を指導して譲渡している。 

   平成１９年度からは、成犬について、平成２０年度からは、猫についても譲渡しており

平成２３年度から２ヶ月以上の犬猫にマイクロチップを装着している。 

  実施状況は次のとおりである。 

 

（１）平成２４年度譲渡頭数 

 内 訳 オス（去勢手術頭数） メス（避妊手術頭数） 合計（手術頭数） 

子 犬    ７（ ０）   １２（ ０）   １９（ ０） 

成 犬     ３３（ ２）     ６１（ ０）    ９４（ ２） 

合 計       ４０（ ２）       ７３（ ０）  １１３（ ２） 

 

 子 猫       ６６（ ０）      ７１（ ０）     １３７（ ０） 

成 猫      ４（ ４）      ３（ ０）      ７（ ４） 

合 計    ７０（ ４）    ７４（ ０）  １４４（ ４） 

 

（２）子犬の譲渡頭数（昭和６３年度～平成２４年度） 

 年 度 オス（去勢手術頭数） メス（避妊手術頭数） 合計（手術頭数） 

 昭和６３年度       ５３（２５）    ３７（１５）     ９０（４０） 

 平成 元年度       ５９（ ０）       ５２（１３）   １１１（１３） 

 平成 ２年度       ９８（ ０）       ６３（１２）   １６１（１２） 

 平成 ３年度       ８０（ ０）       ６１（ ８）   １４１（ ８） 

 平成 ４年度  ※オス・メスの内訳及び手術頭数は不明    １５４ 

 平成 ５年度     １２１（ １）       ８０（ ６）   ２０１（ ７） 

 平成 ６年度     １６７（ １）     １２８（１６）   ２９５（１７） 

 平成 ７年度     １８２（ １）     ２０２（２１）   ２８４（２２） 

 平成 ８年度     １６７（ １）     １２８（１６）   ２９５（１７） 

 平成 ９年度      ７３（ １）     １０８（２６）   １８１（２７） 

 平成１０年度       ５８（ ３）     １０１（１１）   １５９（１４） 

 平成１１年度       ９５（ ７）     １１６（１５）   ２１１（２２） 

  平成１２年度     １０３（ ３）     １０２（１０）   ２０５（１３）  

 平成１３年度      ８４（ ３）       ９４（ ６）   １７８（ ９）  

 平成１４年度       ５７（ ０）       ６８（ ２）   １２５（ ２）  

 

 
平成１５年度       ４２（ ０）       ５５（ ３）     ９７（ ３）  

 平成１６年度       ４８（ ０）       ５１（ １）     ９９（ １）  

 平成１７年度       ３８（ ０）       ３８（ １）     ７６（ １）  

 平成１８年度       ４６（ ０）       ５５（ ０）   １０１（ ０）  
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（３）成犬の譲渡頭数（平成１９年度～２４年度） 

 

 年 度 オス（去勢手術頭数） メス（避妊手術頭数） 合計（手術頭数） 

 平成１９年度        ４（ ０）    １０（ ２）     １４（ ２） 

 平成２０年度       ２１（ ４）        ８（ １）    ２９（ ５） 

 平成２１年度       ２２（ ３）       ２１（ ４）     ４３（ ７） 

 平成２２年度 １５（ ２） １９（ ２） ３４（ ４） 

 平成２３年度 ４１（ ５） ２５（ １） ６６（ ６） 
 平成２４年度 ３３（ ２） ６１（ ０） ９４（ ２） 

 

（４）子猫の譲渡頭数（平成２０年度～２４年度） 

 

 年 度 オス（去勢手術頭数） メス（避妊手術頭数） 合計（手術頭数） 

 平成２０年度         ５（ ０）         ４（ ０）       ９（ ０） 

 平成２１年度       １５（ ０）       １９（ １）     ３４（ １） 

 平成２２年度 ２３（ ０） ３１（ ０） ５４（ ０） 

 平成２３年度 ４６（ ０） ４５（ ０） ９１（ ０） 
 平成２４年度 ６６（ ０） ７１（ ０） １３７（ ０） 

 

（５）成猫の譲渡頭数（平成２０年度～２４年度） 

 

 年 度 オス（去勢手術頭数） メス（避妊手術頭数） 合計（手術頭数） 

 平成２０年度         ０（ ０）         ０（ ０）       ０（ ０） 

 平成２１年度         ４（ ３）         １（ ０）       ５（ ３） 

 平成２２年度 １（ ０） ３（ ０） ４（ ０） 

）  

 
平成２３年度 ３（ ２） １（ ０） ４（ ２） 

 

 

 平成２４年度 ４（ ４） ３（ ０） ７（ ４） 
 

※去勢・避妊手術は、平成２４年度前に実施しているものを含む。 
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 平成１９年度       ４１（ １）       ５６（ ７）     ９７（ ８） 

 平成２０年度       ３０（ ０）       ２８（ ２）     ５８（ ２） 

 平成２１年度       ４２（ ０）       ３８（ ０）     ８０（ ０） 

 平成２２年度 １６（ ０） １５（ ０） ３１（ ０）  

 

 
平成２３年度 ３（ ０） ５（ ０） ８（ ０）  

 平成２４年度 ７（ ０） １２（ ０） １９（ ０）  



（６）マイクロチップ装着数（平成２３年度～２４年度） 

 

 年 度 子犬 成犬 犬合計 子猫 成猫 猫合計 合計 

平成２３年度 ８ ６０ ６８ ５８ ３ ６１ １２９ 

 平成２４年度 

平成２４年度 

１９ 

 

 

 

８７ 

 

１０６ 

 

５８ 

 

６ 

 

６４ 

 

１７０ 

  

 
 

２ 避妊・去勢手術 

 

  不妊手術の普及啓発のために、当所で手術を施した犬等の譲渡を行っている。また、  

保健所に勤務する獣医師対象に、避妊・去勢手術実施による治療等の基礎技術習得の研

 修を行っている。 

   平成２４年度の実施状況は次のとおりである。 

 

 内 訳 

実施年月日 

種  類 性  別 

備 考 子犬 成犬 子猫 成猫 オス メス 

平成24年 8月28日

日 

 １    １  

平成24年12月12日    １ １   

平成25年 2月 7日  ２   １ １ 研修 

平成25年 2月14日    ２ １ １ 研修 

         

 合  計  ３  ３ ３ ３   

 

３ 犬のしつけ方教室 

 

  平成８年度から生活衛生課動物愛護管理担当が、平成２３年度からは、動物愛護管理セ

ンターが実施主体となり各保健所等で開催している。 

（１）目的 

       犬の飼養者に、飼い犬のしつけの大切さを理解してもらい、飼い方の意識向上と人 

 と動物が共生する社会づくりをめざす。 

 

（２）対象者 

       京都府内（京都市を除く）に在住する２歳未満の犬の飼い主 

（犬の登録・狂犬病予防注射接種済みのこと） 

 

（３）募集人員 

     ・飼い犬同伴者：１０名 

   ・飼い主の み：２０名以内 
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（４）実施内容 

 回 内          容  

第１回 犬の習性・しつけ方及び犬の健康管理についての講義 

第２回 犬の服従心を養うための実技講習 

（マズルコントロール・アタッチメント・リーダーウォーク） 

第３回 ツケ、スワレ、フセのしつけ方の実技講習 

第４回 ツケ、スワレ、フセ、マテ、コイのしつけ方の実技講習 

 

（５）開催結果（平成２４年度） 

 

 
開催保健所 開 催 年 月 日 

参加人数（人）  

 講習 実技 合計 

乙 訓 (保健所)   H25年 2/26・3/5・12・19 １７ １７ ３４ 

山城北① (宇治市)   H24年 11/6・13・20・27   １２ １２ ２４ 

山城北② (八幡市)   H25年 1/29・2/7・14・21     ７ ７ １４ 

山城南 (保健所)   H25年 1/29・2/5・12・19 ９ １０ １９ 

南丹① (亀岡市)   H24年 5/10・11・18・25 ９ １０ １９ 

南丹② (京丹波町) H24年 11/22・29・12/6・13 １２ １０ ２２ 

中丹東① (綾部市)   H24年 6/1・8・15・22 １３ １０ ２３ 

中丹東② (保健所)   H24年 9/4・11・18・25 ９ ９ １８ 

中丹西 (保健所)   H24年 10/9・16・30・11/6 １５ １５ ３０ 

丹  後 (保健所)   H24年 10/11・11/7 １９ ９ ２８ 

合      計   １２２ １０９ ２３１ 

 

▶ 動物愛護啓発事業 

 

１ 犬及び猫の献花式 

（１）目的 

        動物愛護管理行政に関係する者が、飼養者から終生にわたる保護を受けることがで

  きず、当所において死を迎えた犬及び猫に対し、供養するとともに敬虔の意を表す。 

（２）開催日時 

        平成２４年１０月２５日（木）午後２時から２時３０分まで 

（３）開催場所 

        動物愛護管理センター獣魂碑前 

（４）次 第 

       ・ 開会の辞 

・ あいさつ（動物愛護管理センター所長） 

・ 黙とう 

・ 慰霊の辞（健康福祉部副部長） 

・ 献花 

       ・ 閉会の辞（動物愛護管理センター所長） 

（５）参列者 

        ３７名 
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２ 動物ふれあい教室 

 

    生活衛生課動物愛護管理担当が実施主体となり、平成２年度から開催している。 

 

（１）目的 

      府内の園児等を対象として、身近な動物である犬等とふれあう機会を設けることに  

より動物の習性、行動等の知識普及を図るとともに、適正な動物の取扱い及び 

動物愛護意識を育てることを目的とする。 

（２）開催内容 

  ア 始まりのあいさつ 

  イ イラストによる動物あてクイズ及びイラストパネルによる使役犬の紹介 

  ウ 聴診器及び心音器による小型犬の心臓音聞き取り体験 

     聴診器及び心音器を使用し、小型犬・ウサギの心臓音を視覚及び聴覚により実感

させ、生命尊重の意識が育つよう体験させる。 

  エ 犬及び小動物と接する時の注意 

成犬（コンパニオンドッグ）、小型犬、ウサギ、モルモット等を使い、接し方及

び扱い方の注意事項を説明する。 

  オ 動物とのふれあい広場 

         サークル等を設置し、成犬（コンパニオンドッグ）、小型犬、ウサギ、モルモッ

トとのふれあいを通じて習性、行動等の知識の普及を図る。 

   カ 終わりのあいさつ 

 

（３）開催結果（平成２４年度） 

 

開催月日 開 催 施 設 名 

 

参加人数 

 

管轄保健所 

 

 

4月25日 本庄保育所 １０ 丹 後 

 4月26日 綾部市立中筋幼児園 ２０５ 中丹東 

 5月15日 長岡京市立滝ノ町保育所  １００ 乙 訓 

 5月30日 丹後こども園 １１９ 丹 後 

 5月31日 みのり保育園   ２９ 中丹西 

 6月12日 精華町立いけたに保育所     ８０ 山城南 

 9月 4日 精華町立いけたに保育所  １１８ 山城南 

9月14日 南丹市立みやま保育所    ６２ 南 丹 

 9月21日 和束保育園 ９１ 山城南 

10月12日 久御山町立佐山小学校付属幼稚園 １０５ 山城北 

11月 2日 亀岡市立別院保育所 ２２ 南 丹 

11月16日 多賀保育園 ４４ 山城北 

合  計 １２ 施 設 ９８５  
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３ 動物愛護教室 

     

    生活衛生課動物愛護管理担当が実施主体となり、平成２０年度から開催している。   

 

（１）目的 

小学生低学年を対象に身近な動物である犬等の習性及び行動等並びに適正な動物の

取扱い方について学ばせることにより、動物愛護意識を育て、生命の尊さを感じ取る

とともに、犬等からの危害を未然に防ぐ 

 

（２）対象 

       小学校１年生・２年生 

 

（３）開催内容 

    

ア 開 会 

 

イ 犬の習性・役割についての学習 

・人と犬が関わってきた歴史 

・犬等動物の習性・能力について 

・動物が人間社会で活躍する実例の紹介 

      

ウ 犬との接し方の学習 

・徘徊している犬に出会ったときの対処方法 

・犬と親しくなるためのふれあい方法 

     

エ うさぎ・モルモットの心臓音聴き取り体験 

・心音器を使用して、視覚及び聴覚により聴き取り体験 

・聴診器を使用して、うさぎの心音の聴き取り体験 

       

オ 閉 会 
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（４）開催結果（平成２４年度） 

 

開催月日 開 催 施 設 名 参加人数 管轄保健所  

 5月22日 木津川市立木津川台小学校   ２０８ 山城南 

 6月 5日 京田辺市立普賢寺小学校     ２４ 山城北 

 6月26日 舞鶴市立志楽小学校   １２９ 中丹東 

 6月28日 久御山町立御牧小学校 ６５ 山城北 

 7月 4日 与謝野町立山田小学校     ３０ 丹 後 

 7月 4日 京丹後市立吉野小学校   ２５ 丹 後 

7月 5日 京丹後市立田村小学校   １５ 丹 後 

7月10日 舞鶴市立中舞鶴小学校 ４７ 中丹東 

7月18日 舞鶴市立朝来小学校 ２３ 中丹東 

9月 6日 京丹後市立大宮第一小学校 ８５ 丹 後 

9月27日 福知山市立明正小学校 １６ 中丹西 

10月 3日 宇治田原町立田原小学校 ４１ 山城北 

10月 4日 長岡京市立神足小学校 ７８ 乙 訓 

10月10日 福知山市立美河小学校 ３８ 中丹西 

10月26日 舞鶴市立高野小学校 ７５ 中丹東 

11月 8日 綾部市立物部小学校 １７ 中丹東 

11月 9日 南丹市立胡麻郷小学校 ３０ 南 丹 

11月14日 福知山市立天津小学校 ８ 中丹西 

11月22日 井手町立多賀小学校 １７ 山城北 

11月30日 舞鶴市立岡田小学校 ２６ 中丹東 

 12月 5日 綾部市立志賀小学校    １６ 中丹東 

12月11日 京田辺市立大住小学校 ４１ 山城北 

12月14日 京都府立宇治支援学校 ６８ 山城北 

12月18日 綾部市立綾部小学校 ９３ 中丹東 

1月23日 福知山市立遷喬小学校 ９４ 中丹西 

1月29日 長岡京市立第八小学校 ９６ 乙 訓 

1月30日 綾部市立東綾小学校 ３１ 中丹東 

3月13日 綾部市立東綾小学校 １７ 中丹東 

合  計           ２８施設 １,４５３  
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４ 社会福祉関係施設への動物訪問事業 

 

    生活衛生課動物愛護管理担当が実施主体となり、平成８年度から開催している。 

 

（１）目的 

      動物は人に癒しやうるおいを与えるものであり、社会福祉関係施設の入所者、通所

 者等が動物に直接ふれあう機会を設ける活動を行うことにより、精神的なケアの一

 助になることを目的とする。 

 

（２）開催内容 

  ア 主催者挨拶 

  イ 犬及び小動物と接する時の注意 

     成犬（コンパニオンドッグ）、小型犬、ウサギ、モルモット等を使い、接し方及

び扱い方の注意事項を説明する。 

ウ 成犬（コンパニオンドッグ）とのふれあい 

エ 小動物とのふれあい 

        小型犬、ウサギ、モルモットを生活衛生課動物愛護管理担当及びセンターの職員が、

施設の入所者等の膝の上に預けたり、又は、サークル内で直接ふれあう。 

   オ 終わりのあいさつ 

 

（３）開催結果（平成２４年度） 

 

  

開催月日 

 

開 催 施 設 名 

 

参加人数 

 

管轄保健所 

 

5月 8日 

介護老人保健施設 

さくら苑 

 

１３０ 

 

中丹西 

  

6月19日 

城陽市社会福祉協議会  

西部ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

   

３０ 

 

山城北 

 

7月13日 

介護老人保健施設 

綾部さくらホーム 

 

５０ 

  

中丹東 

  

合 計 

 

３ 施 設 

   

２１０ 
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▶ 動物飼養管理 

１ 負傷動物の搬入状況（平成２４年度） 

     動物の愛護及び管理に関する法律第３６条第２項に基づき、保健所から当所に搬入さ 

た負傷動物に対し応急措置を行った。 

 

 保 健 所 犬 猫  

 乙   訓     １    １６ 

山 城 北     ３    ３９ 

山 城 南     ０      ２ 

南   丹     ０      ３ 

中 丹 西     ０   １０ 

中 丹 東     ０    ２３ 

丹   後     １    １４ 

合   計    ５ １０７ 

  

２ 当所で飼養している動物の種類及び頭数 

  当所では、譲渡する犬・猫以外に事業で使用する動物を飼養している。 

 

 動物の種類 頭数  

成犬（しつけモデル犬）      １ 

成犬：小型犬（ふれあい訪問事業用）      ９ 

子犬   ０ 

成猫（室内飼育モデル猫） ０ 

ウサギ １０ 

モルモット １０～２０ 

 
▶ 人と動物の共通感染症予防体制整備事業 

 

１ 動物感染症サーベイランス事業 

     獣医療機関（１７施設：京都市内、山城地区、乙訓地区、南丹地区、中丹地区、丹後地

区の６地区から選出）及び当所から、毎月ごとの動物の感染症発生情報を集計するとと

もに、必要に応じて会議を開催して、情報分析や流行予測等を行う。 

 

２ 疫学調査 

     動物由来感染症の人への感染予防体制整備の一助とするため、当所に搬入された犬の 

サルモネラ属菌及びカンピロバスター属菌について２２検体、並びに、レプトスピラ属 

菌２０検体の感染状況調査を実施したが、いずれの検体からも菌は検出されなかった。 
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▶ その他 

１ 当所への来所者数（平成２４年度） 

 

 月 男性 女性 子供 合計  

４  ７５   ８５   １５  １７５ 

５   １２２    ８７      ９   ２１８ 

６ １０１  １０２     １０   ２１３ 

７     ５０   ４８   ２２ １２０ 

８     ８６     ９０     ４７   ２２３ 

９     ５９

２ 

   ６６   ６   １３１ 

１０     ７１     ７９   ８ １５８ 

１１   ５２     ７１     １１   １３４ 

１２     ６０     ５７    １５   １３２ 

１     ３４     ２５   １２     ７１ 

２     ４８     ４９     ３   １００ 

 ３     ６６     ７６    １８  １６０  

合計  ８２４ 

 

 ８３５  １７６ １,８３５ 
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「京都府動物愛護管理推進計画」（概要） 

 

１ 計画の趣旨・基本視点 

○趣  旨：府民一人ひとりが動物愛護についての理解を深め、動物が府民に広く 

        受け入れられる社会の実現を目指す。 

   

○基本視点：① 府民の動物愛護・管理に関する活動の盛り上げ 

         ② 関係者間の協働関係の構築 

              ③ 施策の実行を支える基盤の整備 

 
２ 計画期間  

  １０年間（平成20～29年度） ※５年後を目途（平成25年度）に見直し 

 
３ 計画の重点施策 

   ① 所有者責任の徹底 

      ◇犬の登録・狂犬病予防注射の実施率の向上対策 

      ◇正しい飼養方法の普及（鑑札・マイクロチップ等の装着促進、不妊去勢手術の普及 等） 

   

② 動物取扱業等に対する社会的責任の徹底 

      ◇計画的な立入指導の実施（飼養方法や犬の登録義務等についての事前説明の徹底 等） 

      ◇産業動物や実験動物の飼養基準遵守の指導 

   

③ 人と動物のよりよい関係づくりの推進 

      ◇幼い頃からの動物愛護教育（「動物ふれあい教室」 等） 

      ◇ボランティア等自主的な取組の促進（ボランティアとの連携、活動の支援 等） 

    

④ 捕獲動物等の返還・譲渡の推進 

      ◇返還・譲渡の情報提供、負傷動物の治療充実（京都府獣医師会と連携） 

   

⑤ 府民と動物の安全の確保 

   ◇「狂犬病対応マニュアル」による訓練、舞鶴港での不法上陸犬監視 等   

   ◇災害時等を想定した「動物救護マニュアル」の作成、模擬訓練等の実施 

 
４ 計画の数値目標 
 
 
 

  指     標  方   向  数 値 指 標 平成18年度  
 犬・猫の引取数 減 少 3,500頭 

（50％減） 
7,018頭 

 犬・猫等の苦情数 減 少 2,600件 
（35％減） 

4,138件 

 引取犬の譲渡割合 増 加 35％ 24％ 

 引取猫の譲渡割合 増 加 1.0％ 0.1％ 

  狂犬病予防注射実施率 増 加 100％ 65.1％  
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近畿府県市の動物愛護関係事業所一覧 

 

府 県 市 事 業 所 名 及び 所 在 地 TEL / FAX 

滋 賀 県 滋賀県動物保護管理センター 

〒520-3252   滋賀県湖南市岩根１３６－９８ 

0748-75-1911 

0748-75-4450 

京 都 府 京都府動物愛護管理センター 

〒610-1106   京都市西京区大枝沓掛町２４－５ 

075-331-1833 

075-331-1899 

大 阪 府 大阪府犬管理指導所 

〒537-0025   大阪市東成区中道１丁目３－６２ 

06-6981-1050 

06-6981-1033 

兵 庫 県 兵庫県動物愛護センター 

〒661-0047   兵庫県尼崎市西昆陽４丁目１－１ 

06-6432-4599 

06-6434-2399 

奈 良 県 奈良県桜井保健所動物愛護センター 

〒633-2112   奈良県宇陀市大宇陀区小附８９ 

0745-83-2631 

0745-83-2573 

和 歌 山 県 和歌山県動物愛護センター 

〒640-1251   和歌山県海草郡紀美野町国木原３７２ 

073-489-6500 

073-489-6504 

京 都 市 京都市家庭動物相談所 

〒601-8103   京都市南区上鳥羽仏現寺町４５ 

075-671-0336 

075-671-0338 

大 阪 市 大阪市動物管理センター 

〒559-0021   大阪市住之江区柴谷２丁目５－７４ 

06-6685-3700 

06-6686-4507 

神 戸 市 神戸市動物管理センター 

〒651-1102   神戸市北区山田町下谷上字中一里山１４－１ 

078-741-8111 

078-741-8035 

奈 良 市 奈良市保健所生活衛生課 

〒630ｰ8122   奈良市三条本町１３番１号 

0742-93-8395 

0742-34-2485 

堺  市 堺市動物指導センター 

〒590-0013   堺市堺区東雲西町１丁８－１７ 

072-228-0168 

072-228-8156 

東 大 阪 市 東大阪市動物指導センター 

〒578-0921   東大阪市水走３丁目１２－３２ 

072-963-6211 

072-963-1644 

姫 路 市 姫路市保健所動物管理センター 

〒670-0821   姫路市東郷町１４５１－３ 

079-281-9741 

079-281-9841 

尼 崎 市 尼崎市動物愛護センター 

〒661-0047   尼崎市西昆陽４丁目１－１ 

06-6434-2233 

06-6434-2293 

西 宮 市 西宮市健康福祉局保健所 生活環境課動物愛護チーム 

（西宮市動物管理センター） 

〒663-8142   西宮市鳴尾浜２丁目１－４ 

0798-81-1220 

0798-81-1210 

和 歌 山 市 和歌山市保健所生活保健課動物保健班 

〒640-8137   和歌山市吹上５丁目２－１５ 

073-433-2261 

073-431-9980 

高 槻 市 高槻市保健所保健衛生課 

〒569-0052   大阪府高槻市城東町５－７ 

072-661-9331 

072-661-1800 

大 津 市 大津市動物愛護センター 

〒520-0246   大津市仰木の里１丁目２４－２ 

077-574-4601 

073-574-4550 

豊 中 市 豊中市保健所衛生管理課食品衛生グループ 

〒561-0881   大阪府豊中市中桜塚４丁目１１－１ 

06-6152-7320 

06-6152-7328 
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京都府の保健所一覧 

 

 
 

 保 健 所 住         所 電 話 

乙 訓 保 健 所  〒617-0006 向日市上植野町馬立８  075-933ｰ1241 

山城北保健 所  〒611-0021 宇治市宇治若森７の６  0774-21-2912 

山城南保健 所  〒619-0214 木津川市木津上戸１８  0774-72-4302 

南 丹 保 健 所  〒622-0041 南丹市園部町小山東町藤ノ木２１  0771-62-4754 

中 丹 西 保 健 所  〒620-0055 福知山市篠尾新町１丁目９１  0773-22-6382 

中丹東保健 所  〒624-0906 舞鶴市倉谷村西１４９９  0773-75-1156 

丹 後 保 健 所  〒627-0011 京丹後市峰山町丹波８５５  0772-62-1361 
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 平成２５年８月発行 

 

              〒610-1106 

              京都市西京区大枝沓掛町24-5 

              京都府動物愛護管理センター 

                   TEL:(075)331-1833 

FAX:(075)331-1899 
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「京都動物愛護センター（仮称）」の概要 
 

１ 経過 

○ 「京都動物愛護センター（仮称）」（以下「センター」という。）は，全国初となる府市

協調により整備・運営される動物愛護センターとして，府市民，動物愛護団体，学識者

及び行政等が連携し，「人と動物が共生できるうるおいのある豊かな社会」を実現する

ための拠点施設である。 

○ センターの整備に当たっては，平成２３年５月に，獣医師会，動物愛護団体等の代表

者及び府市で構成する「京都市動物愛護センター（仮称）構想検討委員会」を設置し，

同委員会での討議（計４回）やパブリックコメントを経て，同年１２月にセンターに必

要な役割や機能について掲げた「京都市動物愛護センター（仮称）構想」をとりまとめ

また。 

  なお，パブリックコメントには，全国１，７４４名の方から４，１９８件もの御意見

を頂だいしました。これは，京都市で実施したパブリックコメントにおいて，二番目に

多い意見数であり，皆様の動物愛護に係る関心の高さが伺えた。 

○ この構想をもとに，平成２５年度には，センターの基本設計や地質調査及び測量等の

業務を完了し，以降，センターの建物部分やドッグランや動物ふれあい広場を含む公園

部分の整備に係る詳細な設計業務を鋭意進めてきた。   

○ また，平成２４年４月には，センターについて，府市民や事業者の皆様からの御理解

と御支援のもと，皆様に愛着を持っていただける施設となることを目指し，「京都市動

物愛護事業推進基金｣（通称：京都市人と動物が共生できるまちづくり基金）」の募集を

開始した。 

○ 現在，平成２７年４月のセンターの開所に向けて，平成２６年１月から公園部分の整

備工事に着手するとともに，建物部分の整備工事についても本年７月から着工する予定

である。 

   

２ 施設概要 

 (1) 整備計画地 

   京都市南区上鳥羽仏現寺町１１番地他（上鳥羽公園内） 
   

   （付近見取図） 
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 (2) 全体概要 

施設の区分 面積（㎡） 概 要 

センター本棟 

（二棟型） 
約 1,180 ㎡ 

動物棟[約 710 ㎡]  
犬舎，猫舎，動物診療施設など 

事務棟[約 470 ㎡]  
ボランティア活動スペース，事務室など 

付帯施設 約 4,000 ㎡ 
ドッグラン（3,000 ㎡） 
動物ふれあい広場（1,000 ㎡） 

駐輪場 約 300 ㎡ 来場者用の駐輪場（80 台） 

その他（公園部分） 約 4,520 ㎡ 災害時の動物救護等に使用する。 

小計 約 10,000 ㎡  

  ※  センター来場者用の駐車場（約2,200㎡）について，上鳥羽公園北側用地に別途，設置 
 

 (3) 設備概要 

基本コンセプト 必要な機能 主な設備 面積 

動物を通じて命の
大切さを感じる場 

動物を適切に収容する
機能 

犬舎 250 ㎡ 

猫舎 90 ㎡ 

動物診療施設 100 ㎡ 

動物とふれあい命の大
切さを学ぶ施設 

動物ふれあい広場 1,000 ㎡ 

トリミングルーム 20 ㎡ 

ふれあい室 30 ㎡ 

災害時対策機能 災害緊急用倉庫 40 ㎡ 

人と動物の正しい
関わり方を学ぶ場 

ドッグランの設置 ドッグラン 3,000 ㎡ 

人づくり・環境づ
くりを通じて，人
と動物の共生を推
進する場 

適正な飼い方等の啓発
（動物に関する幅広い
情報発信） 

エントランスホール 
（展示スペース，相談コ
ーナー） 

80 ㎡ 

200 ㎡※ 動物愛護ボランティア
との共汗 

ボランティア活動 
スペース 

30 ㎡ 

交流の場の提供 会議室 90 ㎡ 

  ※  エントランスホール，ボランティアスペース及び会議室についてはパーテーショ

ンを移動させることにより，一体的な空間として活用することが可能 
 

３ 愛称及びマスコットキャラクターの募集・決定 

センターが，府市民の皆様に愛され，親しみを持っていただける施設とするため，セ

ンターの愛称及びマスコットキャラクターの募集を行った。 

  ＜実績＞ 

○ 募集期間 

 平成２５年７月１日（月）～７月３１日（水） 

○ 応募総数 

 愛称：１８０件 
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 マスコットキャラクター：１５５件 

○ 採用作品 

 愛称：「動物愛ランド・京都」（どうぶつあいらんど・きょうと） 

 マスコットキャラクター： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 動物愛護ボランティアスタッフの養成 

センターが動物愛護の拠点施設として，府市民に愛され，親しまれるものとしていく

ためには，行政職員のみならず，動物愛護への高い関心と意識を持つボランティアスタ

ッフの存在が必要不可欠である。 

よって，本市では，京都府との協働で，犬猫の日常の世話（飼養・清掃活動など）や

動物愛護イベントのスタッフとして活動いただく，動物愛護ボランティアスタッフの募

集・養成を平成２５年度から実施している。 

 

 【ボランティアスタッフの活動内容】 

活動項目 活動内容 

案内活動 ドッグランの受付，センター案内，譲渡動物の紹介 など 

清掃・飼養活動 犬舎及び猫舎の清掃，給餌，散歩，グルーミング など 

教育啓発活動 

（センター内） 

センター内で実施する啓発イベント等のスタッフ 

機関誌やリーフレットの作成補助 など 

災害時の救護活動 災害が発生した場合の犬猫の救護活動や各避難所への物資配給 

 

【実績】 

○ 現在，センターに従事するボランティアスタッフとして必要な知識を習得するた

め，ボランティアとしての基本的な考え方の理解を深める基礎講座（計７回），動

物と正しく接するために動物行動学等を学んでいただく実践講座（計３回）を受講

いただくほか，京都市家庭動物相談所において清掃活動を行う現場実習を週に一回

程度実施している。 

    

   ○ ボランティア登録者数 

実施年度 ボランティア登録者数 

平成２５年度 ３８名 

平成２６年度 ５０名（予定） 
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５ センターのパース図 

 (1) 北東建物側からドッグランの鳥瞰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 南西ドッグラン側から建物の鳥瞰 
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 (3)  事務所棟内のエントランスから見るふれあい室と会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (4)  北側から見るアプローチギャラリー 

 


